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高
山

た
か
や
ま

邊
り
の
評
判
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

事
業
は
順
調
に
進
み
大
正
六
年
に
は
木
曾
で
拾
萬
圓
の
山
を
買
ひ
、郡
上
・
飛 

方
面
で
も
買
い
出
し
、 

郡
上
川
、
飛 

川
、
木
曾
川
の
沿
線
一
圓
凡
て
に
亘
っ
て
伐
出
を
初
め
て
、
時
期
も
よ
か
っ
た
關
係
も
あ 

ら
う
が
大
成
績
を
納
め
た
。 

 

こ
の
頃
に
至
っ
て
山
の
風
潮
、
思
想
が
漸
次
質
實
に
變
っ
た
様
で
あ
る
。
即
ち
實
業
で
あ
る
以
上
驕
る 

も
の
ゝ
永
續
す
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ
事
が
自
分
の
趣
旨
で
あ
っ
て
、
そ
の
通
り
實
行
し
て
之
れ
が
多
少 

で
も
山
の
風
潮
に
好
影
響
を
齎
ら
し
た
こ
と
は
欣
快
で
あ
っ
た
、
要
は
質
素
に
地
道
に
事
業
を
遂
行
す
る 

も
の
は
最
後
の
勝
利
者
と
な
る
と
い
ふ
事
を
實
證
し
た
わ
け
で
、
常
時
驕
り
長
じ
ら
れ
た
人
々
は
現
在
に 

至
っ
て
山
林
事
業
に
雄
飛
し
て
居
ら
れ
ず
、
ど
ち
ら
か
と
云
へ
ば
衰
退
の
道
を
辿
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る 

 

壯 

年 

時 

代 
 
 
 
 
 
 

濱
木
屋
株
式
組
織
と
な
る 

  

大
正
四
年
か
ら
五
年
へ
か
け
て
歐
洲
大
戰
の
影
響
で
イ
ン
フ
レ
景
氣
、
大
戰
景
氣
は
旺
ん
な
も
の
で
、 
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一
大
ブ
ー
ム
を
現
出
し
、
濱
木
屋
も
順
風
に
帆
を
あ
げ
て
事
業
益
々
隆
盛
に
向
ひ
、
尚
ほ
前
述
の
濱
木
屋 

の
相
續
者
伊
藤
貞
次
郎
氏
は
都
合
上
別
居
退
身
せ
ら
れ
大
正
七
年
三
河
西
尾
町
の
舊
家
外
山
家
よ
り
女
婿 

を
迎
へ
ら
れ
た
、
現
在
の
濱
木
屋
社
長
伊
藤
千
里
氏
で
あ
っ
て
、
意
志
堅
固
溫
厚
に
て
最
も
良
き
女
婿
で 

あ
っ
た
。
こ
の
千
里
氏
の
許
に
諸
員
一
致
協
力
の
結
實
は
遂
に
大
正
九
年
に
至
っ
て
資
本
金
六
十
萬
圓
（ 

三
十
萬
圓
拂
込
）
の
株
式
會
社
組
織
と
す
る
事
が
出
來
た
。
此
處
迄
の
苦
難
、
努
力
は
吾
れ
人
共
に
筆
紙 

に
盡
し
難
く
、
時
勢
の
推
運
に
依
る
と
こ
ろ
も
亦
大
で
あ
っ
た
ら
う
が
前
述
の
如
き
幾
多
の
泪
の
慘
む
樣 

な
辛
苦
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
ひ
切
々
と
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。 

「
編
者
附
記
」
濱
木
屋
が
合
資
組
織
と
な
っ
て
事
業
に
更
新
の
氣
力
が
加
は
り
、
順
調
な
る
發
展
を
遂
げ 

て
株
式
會
社
と
な
る
迄
の
、
即
ち
明
治
四
十
三
年
以
來
歐
洲
大
戰
休
戰
に
至
る
間
の
世
情
一
般
、
政 

治
、
經
濟
諸
狀
勢
の
主
な
る
も
の
を
擧
ぐ
れ
ば 

 
 

先
づ
名
古
屋
市
に
於
て
は
明
治
四
十
三
年
に
第
十
囘
關
西
共
進
會
が
現
鶴
舞
公
園
附
近
一
帶
に
華
々 

 

し
く
開
催
さ
れ
、
當
時
と
し
て
は
畫
期
的
大
博
覽
會
の
事
と
て
內
外
の
視
聽
を
聚
む
る
處
と
な
り
、
大 

 

名
古
屋
市
の
發
展
は
此
の
年
よ
り
加
速
度
的
に
進
み
た
り
、
此
の
年
は
更
ら
に
名
古
屋
で
開
府
三
百
年 

 

記
念
祭
が
開
か
れ
、
共
進
會
、
記
念
祭
と
洵
に
素
晴
ら
し
い
大
賑
ひ
を
見
せ
た
、
明
治
四
十
四
年
に
は 
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中
央
線
全
線
開
通
し
、
名
古
屋
市
に
於
て
之
が
全
通
式
が
擧
行
せ
ら
れ
て
、
國
鐵
の
躍
進
を
謳
歌
し
た 

 

事
で
あ
っ
た
。
目
を
轉
じ
て
國
內
の
狀
勢
に
就
い
て
觀
る
な
ら
ば
、
明
治
四
十
三
年
年
初
政
府
は
議
會 

 
に
工
場
法
案
を
提
出
、
政
友
會
は
之
に
反
對
、
た
め
に
政
府
は
案
を
撤
回
せ
り
、
五
月
、
幸
德
傳
次
郞 

 

大
石
誠
之
助
、
森
近
運
平
等
の
所
謂
大
逆
事
件
起
り
一
世
を
震
撼
せ
し
む
、
八
月
廿
二
日
韓
國
倂
合
條 

 

約
調
印
し
朝
鮮
は
吾
が
版
圖
と
な
れ
り
、
初
代
朝
鮮
總
督
に
は
時
の
寺
內
陸
相
兼
任
せ
ら
れ
る
。
四
十 

 

三
年
は
外
資
の
輸
入
旺
盛
に
し
て
爲
に
金
融
は
緩
漫
、
東
西
銀
行
に
於
て
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
組
織
さ
れ
、 

 

四
分
利
整
理
公
債
發
行
の
事
あ
り
內
債
借
換
に
成
功
す
、
之
れ
即
ち
我
國
「
金
利
の
革
命
」
と
云
は
れ 

 

る
處
な
り
。
明
治
四
十
四
年
一
月
大
逆
事
件
の
判
決
下
り
、
幸
德
、
大
石
、
森
近
等
十
二
名
は
死
刑
、 

 

乘
松
與
二
郞
、
岡
本
頴
一
郞
等
十
二
名
無
期
懲
役
言
渡
さ
る
、
同
年
三
月
工
場
法
公
布
、
同
法
は
明
治 

 

四
十
五
年
六
月
よ
り
實
施
豫
定
の
所
延
期
さ
れ
て
大
正
五
年
よ
り
實
施
さ
る
、
八
月
韓
國
銀
行
を
朝
鮮 

 

銀
行
と
改
む
、
十
月
十
二
日
支
那
革
命
黨
の
亂
興
り
、
紡
績
業
動
搖
、
相
當
の
影
響
を
受
く
。
同
年
は 

 

通
商
條
約
の
改
正
行
は
れ
、
こ
れ
よ
り
國
定
税
率
時
代
に
入
る
、
然
し
て
改
正
税
率
に
お
い
て
は
保
護 

 

主
義
が
採
入
れ
ら
れ
る
、
こ
の
年
の
邦
商
の
貿
易
取
扱
高
輸
出
五
二
％
、
輸
入
六
四
％
に
て
貿
易
の
實 

 

權
は
從
來
外
商
の
手
に
あ
り
し
も
が
邦
商
の
手
に
帰
す
、
明
治
四
十
五
年
二
月
十
二
日
淸
國
宣
統
帝
退 
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位
、
中
華
民
國
假
政
府
成
立
、
我
が
各
地
紡
績
會
社
中
支
那
動
亂
終
止
と
中
華
民
國
假
政
府
出
現
に
依 

り
增
資
す
る
も
の
多
し
、
六
日
に
至
り
米
價
騰
貴
の
た
め
各
地
貧
民
の
窮
狀
を
報
ず
る
も
の
多
く
、
七 

 

月
之
れ
が
爲
細
民
施
米
及
び
原
價
賣
買
米
の
鐵
道
運
賃
五
割
引
實
施
せ
ら
る
。 

 

七
月
三
十
日 

 
 

明
治
天
皇
御
崩
御
被
遊
、
國
民
齊
し
く
憂
愁
に
閉
ざ
さ
れ
名
狀
す
べ
か
ら
ざ
る
沈
鬱
哀
借
の
念
に
打 

た
る
、
大
正
天
皇
御
踐
柞
被
遊
、
大
正
と
改
元
。 

 

大
正
元
年
九
月
十
三
日 

 
 

明
治
天
皇
御
大
喪
、
乃
木
大
將
夫
妻
殉
死
せ
ら
る
、
同
十
二
月
二
日
上
原
陸
相
は
二
ヶ
師
團
增
設
を 

 

主
張
し
、
閣
僚
の
容
る
ゝ
所
と
な
ら
ず
、
單
獨
拜
謁
辭
表
捧
呈
す
、
越
へ
て
同
月
五
日
西
園
寺
內
閣
は 

 

後
任
陸
相
を
得
る
能
は
ず
、
總
辭
職
、
即
ち
陸
軍
全
體
が
二
ヶ
師
團
增
設
に
決
定
し
た
る
た
め
な
り
、 

 

依
っ
て
翌
日
よ
り
元
老
會
議
數
度
開
か
れ
た
る
も
後
任
首
相
難
に
陷
る
。
同
十
九
日
に
は
憲
政
擁
護
大 

 

會
開
か
れ
朝
野
の
議
論
沸
騰
す
、
廿
一
日
に
至
り
第
三
次
桂
太
郞
內
閣
成
立
、
本
年
の
經
濟
界
の
大
勢 

 

は
外
資
輸
入
杜
絶
し
國
際
貸
借
全
く
逆
調
を
示
し
た
、
入
超
一
億
圓
に
達
し
外
債
の
利
拂
政
府
民
間
の 

 

分
を
合
し
て
八
千
萬
圓
に
上
る
、
依
っ
て
正
貨
の
流
出
多
く
、
日
銀
の
正
貨
準
備
の
維
持
問
題
朝
野
識 



 

 - 72 - 

 

者
の
深
憂
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
、
金
融
も
ま
た
遍
迫
甚
し
く
下
記
に
は
銀
行
會
社
の
破
綻
多
し
、
そ
の 

 

裡
著
名
な
る
も
の
は
九
月
下
旬
資
本
金
二
千
九
百
万
圓
、
關
係
會
社
八
十
社
に
及
ぶ
才
賀
電
氣
商
會
の 

 
破
綻
な
り
。
大
正
二
年
は
政
治
界
の
動
向
が
幾
變
轉
を
示
し
た
る
年
に
し
て
一
月
十
七
日
憲
政
擁
護
全 

 

國
記
者
大
會
開
か
る
、
同
二
十
日
桂
首
相
新
政
黨
組
織
を
發
表
す
、
同
廿
一
日
議
會
は
停
會
を
命
ぜ
ら 

 

る
、
二
月
五
日
衆
議
院
に
於
て
內
閣
不
信
任
決
議
案
付
議
、
爲
に
議
會
五
日
間
停
會
と
な
る
、
同
七
日 

 

桂
首
相
の
新
政
黨
立
憲
同
志
會
宣
言
書
發
表
、
翌
八
日
桂
內
閣
は
西
園
寺
公
に
會
見
し
時
局
收
拾
を
依 

 

賴
翌
九
日
西
園
寺
公
宮
中
へ
召
さ
れ
、
時
局
收
拾
の
敕
語
を
賜
る
、
同
十
日
政
友
會
は
西
園
寺
公
の
勸 

 

告
を
容
れ
ず
、
不
信
任
案
を
以
て
邁
進
す
る
注
意
を
示
す
、
依
っ
て
議
會
は
三
度
三
日
間
停
會
を
命
ぜ 

 

ら
れ
、
帝
都
騷
擾
時
局
益
々
紛
糾
す
。
十
二
日
山
本
權
兵
衛
大
將
に
內
閣
組
織
の
大
命
降
下
す
、
同
十 

 

九
日
政
友
會
は
山
本
內
閣
を
援
助
す
る
に
決
意
す
。
之
れ
に
依
り
政
友
會
と
憲
政
擁
護
を
共
に
し
た
る 

 

國
民
黨
は
政
友
會
と
提
携
を
絶
つ
に
至
る
。
五
月
三
日
米
國
加
州
排
日
土
地
法
案
兩
院
通
過
し
我
國
は 

 

八
日
第
一
回
對
米
抗
議
を
な
せ
つ
り
、
六
月
十
三
日
陸
海
軍
大
臣
の
任
用
資
格
を
現
役
よ
り
豫
備
役
迄 

 

擴
張
、
同
月
行
政
整
理
案
發
表
さ
る
、
十
月
六
日
支
那
共
和
國
を
承
認
す
、
時
の
大
總
統
は
袁
世
凱
也
、 

 

十
二
月
廿
三
日
立
憲
同
志
會
結
黨
式
を
擧
げ
加
藤
高
明
氏
總
理
と
な
る
、
經
濟
界
の
狀
勢
と
し
て
は
、 
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東
北
地
方
水
害
凶
作
あ
り
內
務
省
よ
り
低
利
資
金
六
百
萬
圓
融
通
を
決
定
、
本
年
の
景
氣
は
沈
衰
の
底 

 

 

に
達
し
、
對
外
支
拂
激
增
、
在
外
正
貨
涸
渴
し
て
兌
換
劵
の
基
礎
危
ぶ
ま
る
、
此
の
年
鈴
木
商
店
の
援 

 

助
の
下
に
米
澤
市
に
東
北
工
業
株
式
會
社
ヴ
ィ
ス
コ
ー
ス
法
に
よ
る
人
絹
製
造
工
場
を
設
立
す
こ
れ
實 

に
近
年
世
人
の
耳
目
を
聚
め
つ
ゝ
長
期
審
理
を
續
け
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
帝
人
事
件
の
本
尊
た
る
帝
國
人 

絹
株
式
會
社
（
大
正
七
年
改
稱
）
の
前
身
で
あ
る
。
大
正
三
年
、
一
月
廿
三
日
海
軍
收
賄
事
件
（
所
謂 

 

シ
ー
メ
ン
ス
事
件
）
衆
議
院
の
問
題
と
な
り
、
二
月
十
日
衆
議
院
に
海
軍
收
賄
事
件
に
關
す
る
內
閣
不 

 

信
任
案
提
出
さ
れ
た
る
も
否
決
さ
る
、
國
民
大
會
開
か
れ
帝
都
騷
擾
時
局
混
亂
を
來
す
、
結
局
シ
ー
メ 

 

ン
ス
事
件
の
責
を
負
い
三
月
廿
四
日
山
本
內
閣
總
辭
職
を
爲
す
、
同
廿
六
日
議
會
閉
會
、
こ
れ
よ
り
元 

 

老
會
議
數
回
開
か
れ
、
後
任
首
相
に
德
川
家
達
公
、
淸
浦
奎
吾
氏
等
を
推
薦
せ
し
も
實
現
せ
ず
、
四
月 

 

十
六
日
大
隈
內
閣
成
立
。
六
月
廿
八
日
墺
太
利
皇
太
子
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
に
て
セ
ル
ビ
ア
の
一
靑
年
の
爲
暗 

 

殺
せ
ら
る
、
八
月
一
日
露
獨
開
戰
し
歐
洲
大
戰
初
ま
る
、
同
月
十
六
日
日
本
は
ド
イ
ツ
に
最
後
通
牒
を 

 

發
し
同
廿
三
日
對
獨
宣
戰
、
十
月
十
四
日
に
は
南
洋
獨
領
諸
島
占
領
し
、
十
一
月
七
日
に
至
り
靑
島
攻 

 

略
を
な
す
、
經
濟
事
情
に
つ
い
て
は
三
月
東
京
停
車
場
竣
工
、
九
月
、
臨
時
軍
事
豫
算
通
過
し
、
工
業 

原
料
輸
出
制
限
法
實
施
、
戰
時
海
上
保
險
補
償
法
施
行
せ
ら
る
、
不
景
氣
未
だ
容
易
に
脫
け
ず
、
貿
易 
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輸
出
入
共
に
減
衰
の
道
を
辿
る
。
大
正
四
年
、
一
月
對
支
要
求
交
涉
を
初
む
（
所
謂
二
十
一
ヶ
條
要
求 

也
）
日
支
交
涉
は
容
易
に
進
捗
せ
ざ
り
し
た
め
五
月
七
日
に
至
り
對
支
最
後
通
牒
を
交
付
す
、
之
に
對 

し
支
那
は
五
月
廿
五
日
山
東
、
南
滿
州
、
東
部
蒙
古
の
我
が
利
權
に
對
し
遂
に
全
部
承
認
し
日
支
交 

涉
條
約
調
印
成
立
す
。 

 
 

十
一
月
十
日
大
正
天
皇
御
即
位
大
禮
を
京
都
に
行
は
せ
ら
る
。 

 

此
の
年
大
戰
の
勃
發
に
よ
り
大
打 

を
蒙
り
た
る
蠶
糸
業
救
濟
の
た
め
官
民
合
同
の
第
一
次
帝
國
蠶
糸 

 

會
社
設
立
し
糸
價
維
持
の
建
前
よ
り
六
十
八
萬
斤
の
生
糸
買
入
に
當
る
、
年
末
近
く
に
至
り
大
戰
の
好 

 

影
響
現
出
し
て
出
超
一
億
七
千
五
百
萬
圓
を
示
し
、
通
價
膨
張
、
諸
物
價
騰
貴
、
同
時
に
米
國
の
景
氣 

 

回
復
に
よ
り
絲
價
昂
騰
、
千
百
圓
臺
の
相
場
現
は
れ
、
蠶
絲
業
立
ち
直
る
。
大
正
五
年
、
此
の
年
は
昨 

 

年
以
來
の
好
況
續
け
ら
れ
株
式
市
場
も
亦
活
況
を
呈
す
、
大
戰
中
な
る
を
以
て
時
局
關
係
事
業
極
め
て 

 

殷
振
を
告
げ
、
化
學
工
業
、
鐵
鋼
機
械
工
業
の
新
設
さ
れ
る
も
の
多
し
。
理
硏
で
有
名
な
理
化
學
硏
究 

 

所
は
本
年
三
月
の
設
立
に
な
る
も
の
な
り
。
大
正
六
年
、
三
月
ロ
シ
ア
革
命
勃
發
し
、
露
帝
退
位
、
六 

 

月
に
は
期
米
昂
騰
し
先
物
廿
三
圓
六
十
九
錢
を
唱
ふ
、
九
月
金
輸
出
禁
止
、
十
月
に
至
り
少
額
紙
幣
發 

 

行
令
發
布
、
即
ち
小
錢
拂
底
の
た
め
兩
替
賃
暴
騰
し
小
賣
商
、
湯
屋
業
等
の
金
劵
私
造
盛
に
行
は
る
、 
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貿
易
極
め
て
順
調
に
し
て
出
超
五
億
七
千
五
百
萬
圓
、
空
前
の
大
出
超
を
現
出
せ
り
。
大
正
七
年
、
昨 

 

年
來
の
米
價
漸
騰
傾
向
は
本
年
一
月
に
入
り
て
暴
騰
を
演
じ
農
商
務
省
は
米
買
占
警
告
を
な
し
、
大
阪 

 

の
正
米
商
續
々
檢
事
局
に
召
換
さ
る
、
而
し
て
各
地
期
米
市
場
立
合
停
止
に
至
る
。
七
月
に
入
り
米
價 

 

の
奔
騰
は
依
然
熄
ま
ず
、
農
商
務
省
で
は
米
穀
仲
買
人
の
米
買
占
に
對
し
て
頻
々
と
し
て
警
告
戒
告
を 

 

發
す
、
八
月
五
日
米
價
奔
騰
に
依
り
富
山
縣
滑
川
町
に
婦
女
達
が
一
揆
を
起
し
同
九
日
同
縣
西
水
橋
に 

 

擴
大
し
、
や
が
て
全
國
に
波
及
し
て
有
名
な
る
「
米
騷
動
」
と
な
る
、
米
價
の
最
高
値
は
正
米
一
圓
臺 

乘
せ
を
示
す
に
至
る
、
從
っ
て
穀
物
收
用
緊
急
敕
令
公
布
さ
れ
、
米
收
用
價
格
は
一
石
卅
圓
乃
至
卅
二 

 

圓
と
公
定
さ
る
、
十
一
月
十
一
日
に
至
り
さ
し
も
の
歐
洲
大
戰
も
遂
に
休
戰
條
約
成
立
し
終
息
す
、
我 

 

が
國
よ
り
は
後
に
媾
和
金
權
と
し
て
西
園
寺
、
牧
野
氏
等
が
巴
里
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
、
十 

 

二
月
に
は
英
米
の
鐵
解
禁
の
た
め
關
西
の
鐵
商
破
綻
す
る
も
の
多
し
。
一
方
名
古
屋
木
材
界
の
諸
狀
勢 

 

に
就
て
述
べ
る
な
ら
ば
明
治
四
十
三
年
五
月
十
二
日
愛
知
縣
會
議
事
堂
に
於
て
日
本
材
木
業
聯
合
會
開 

 

催
さ
れ
山
林
局
長
、
知
事
、
大
阪
大
林
區
署
長
、
市
長
等
三
十
五
名
の
來
賓
と
數
百
名
の
會
員
參
列
し 

 

て
盛
會
、
翌
十
三
日
御
園
座
に
於
て
餘
興
を
催
す
、
明
治
四
十
五
年
四
月
十
五
日
岡
田
名
古
屋
市
勸
業 

 

課
長
淸
國
動
亂
後
の
實
業
を
視
察
せ
ら
る
ゝ
旨
組
合
に
通
知
あ
り
依
っ
て
該
地
方
の
木
材
狀
況
調
査
を 
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依
囑
す
。
九
月
二
十
三
日
大
暴
風
雨
あ
り
、
木
曾
飛 

兩
川
增
水
し
て
川
狩
中
の
木
材
多
數
流
散
せ
り 

 

大
正
二
年
十
月
十
四
日
出
材
部
常
任
委
員
會
を
開
き
三
鱗
組
が
株
式
會
社
組
織
に
變
更
し
て
事
業
繼
承 

 
の
旨
を
承
認
し
又
綱
料
等
の
協
定
を
な
す
、
大
正
三
年
二
月
二
十
六
日
木
場
日
傭
人
夫
救
護
會
設
立
さ 

 

る
、
同
五
月
八
日
帝
室
林
野
管
理
局
が
御
料
林
を
拂
下
ぐ
る
に
當
り
本
年
度
よ
り
は
從
來
の
尺
締
法
を 

 

廢
止
し
、
石
建
と
な
り
た
る
を
以
て
當
地
方
古
來
の
商
習
慣
に
背
き
且
つ
計
算
上
營
業
者
の
不
利
不
便 

 

尠
か
ら
ず
と
な
し
總
會
の
決
議
を
以
て
其
の
復
舊
方
請
願
書
を
提
出
す
、
同
十
月
五
日
組
合
員
に
し
て 

 

汽
船
積
材
木
業
の
從
事
せ
る
有
力
者
相
圖
り
木
材
移
入
商
同
盟
會
を
組
織
す
。
大
正
七
年
八
月
二
十
五 

 

日
出
材
部
常
任
委
員
會
を
開
き
下
麻
生

し
も
あ
そ
う

に
於
け
る
綱
料
及
艀 

下
料
は
明
治
三
十
六
年
四
月
の
解
決
書 

 

に
基
き
五
ヶ
年
目
每
に
米
價
を
標
準
と
し
て
改
訂
す
べ
き
契
約
あ
り
て
本
年
は
恰
も
改
正
期
な
る
を
以 

 

て
其
の
改
率
及
三
鱗
株
式
會
社
の
懇
請
に
係
る
特
別
手
當
金
の
協
議
を
爲
し
た
り
。 

「
編
者
附
記
」
多
少
前
後
に
亘
る
や
も
知
れ
な
い
が
歐
洲
大
戰
前
迄
の
時
代
の
變
遷
に
つ
い
て
自
分
の
感 

 

じ
た
事
ど
も
二
、
三
を
述
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
。
歐
洲
大
戰
前
迄
は
文
化
の
程
度
も
低
く
、
進
み
方
も 

 

急
速
で
な
か
っ
た
と
云
ふ
事
が
今
か
ら
思
は
れ
る
。
そ
れ
が
大
正
三
、
四
年
頃
か
ら
世
相
百
般
に
亘
っ 

 

て
急
速
に
諸
狀
勢
の
發
達
變
化
が
齎
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
動
車
の
如
き
も
名
古
屋
で
最
初
に
乘
り 
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廻
し
て
居
た
人
は
中
西
萬
藏
氏
位
で
、
紳
士
の
一
つ
の
娛
樂
物
と
一
般
人
は
視
な
し
て
斯
の
如
き
も
の 

 

は
實
用
に
適
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
觀
念
を
持
っ
て
ゐ
た
の
が
明
治
四
十
四
、
五
年
頃
で
あ
る
。 

 

著
者
が
初
め
て
東
京
へ
行
っ
た
時
は
明
治
四
十
年
で
今
の
汐
留
驛
が
新
橋
驛
と
い
っ
た
時
代
で
東
京
驛 

 

は
な
か
っ
た
（
著
者
は
之
の
時
初
め
て
洋
服
を
着
用
）
乘
物
は
電
車
は
あ
っ
た
が
主
と
し
て
田
舍
者
は 

 

何
れ
も
人
力
車
に
乘
っ
た
も
の
で
之
れ
が
唯
一
の
市
內
交
通
機
關
で
自
動
車
は
東
京
驛
が
出
來
て
か
ら 

 

で
あ
る
、
宿
泊
料
の
如
き
も
二
食
付
一
圓
位
で
日
本
橋
蓬 

屋
に
泊
れ
た
も
の
が
現
今
で
は
五
圓
乃
至 

六
圓
位
で
あ
る
。
大
阪
は
明
治
三
十
四
年
著
者
二
十
才
の
頃
に
は
電
車
無
く
巡
航
船
と
人
力
車
（
二
人 

乘
り
も
あ
っ
た
）
に
よ
っ
た
も
の
で
、
神
戸
の
湊
川
新
開
地
は
當
時
河
原
で
あ
っ
た
。 

 

九
州
各
地
に
於
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
林
伐
出
積
極
的
進
出 

  

大
正
五
年
に
は
九
州
日
向
國
兒
湯

こ

ゆ

郡
東
米
良

め

ら

村
字
白
鏡

し
ろ
み

に
於
て
一
大
山
林
を
買
收
し
、
其
間
種
々
な
る 

難
關
に
も
遭
遇
し
た
が
伐
採
を
開
始
し
、
引
續
き
附
近
圓
形
十
數
里
の
間
遠
く
熊
本
縣
界
迄
各
所
に
於
て 
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大
小
山
林
を
買
添
へ
大
正
九
年
迄
每
年
一
川
瀨
川
を
利
用
し
て
宮
崎
市
の
北
三
里
廣
瀨
福
島
港
へ
流
送
し 

同
所
よ
り
船
積
み
を
以
っ
て
神
戸
、
大
阪
、
名
古
屋
へ
輸
送
し
た
、
其
材
種
は
栂
を
主
と
し
樅
、
松
等
で 

あ
っ
た
。 

 

此
の
事
業
の
五
ヶ
年
間
に
於
け
る
伐
出
方
法
、
木
馬

き
う
ま

、
小
谷
の
堰
出
し
、
大
川
管
流
等
に
は
一
大
改
良 

を
加
へ
同
地
方
の
人
心
に
新
し
い
山
林
事
業
の
諸
法
を
知
ら
し
め
た
、
此
の
地
は
日
本
祖
先
發
祥
の
地
で 

あ
り
、
我
邦
で
最
も
早
く
開
け
た
土
地
で
あ
る
の
に
こ
の
當
時
と
し
て
は
お
そ
ら
く
文
化
は
最
も
遅
れ
て 

ゐ
る
處
だ
と
思
は
れ
た
。 

 

其
の
一
例
と
し
て
は 

 

電
氣
の
設
備
な
ど
は
な
く
、
村
の
娘
は
全
部
素
足
で
繩
の
帶
で
あ
っ
て
明
治
末
期
頃
迄
袷
、
綿
入
れ
を 

 

知
ら
ず
、
著
者
が
銀
鏡

し
ろ
み

村
に
事
業
を
開
始
し
た
當
時
漸
く
袷
を
着
用
す
る
事
を
知
り
、
綿
入
れ
を
見
た 

 

る
事
な
し
と
村
人
が
明
言
し
て
ゐ
た
位
で
あ
る
。 

道
路
等
も
充
分
の
も
の
は
な
く
勿
論
山
道
の
み
で
山
の
事
務
所
よ
り
電
信
を
發
信
す
る
に
七
里
餘
の
山
道 

を
越
へ
て
行
か
ね
ば
郵
便
局
が
な
か
っ
た
の
で
特
使
を
た
て
ゝ
往
復
二
日
が
か
り
で
電
信
を
打
っ
た
も
の 

で
あ
る
、
又
木
材
は
す
べ
て
角
材
に
造
材
し
て
出
す
慣
習
で
あ
っ
て
丸
太
は
坑
木
の
み
で
あ
っ
た
が
著
者 
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が
初
め
て
丸
太
で
出
材
す
る
こ
と
を
開
始
し
た
の
で
土
地
の
人
々
は
坑
木
が
川
を
流
れ
る
樣
に
な
っ
た
と 

驚
嘆
し
た
、
尚
流
送
の
方
法
も
夫
れ
迄
は
天
水
を
利
用
し
て
本
谷
の
川
狩
を
な
す
風
習
で
あ
っ
た
が
著
者 

は
木
曾
福
島

き
そ
ふ
く
し
ま

、
上
松

あ
げ
ま
つ

、
野
尻

の
じ
り

、
三
留
野

み

ど

の

、
付
知

つ
け
ち

、
小
阪

お
さ
か

等
各
地
か
ら
五
十
三
名
の
人
夫
を
募
集
し
て
之
れ 

を
引
率
し
て
所
謂
木
曾
風
の
堰
出
し
法
を
實
施
し
た
の
で
、
九
州
各
地
の
營
林
署
官
吏
及
山
林
出
材
業
者 

の
見
學
引
き
も
切
ら
ぬ
有
樣
で
あ
っ
た
。
天
水
利
用
法
と
は
平
水
の
時
木
馴

き
な
ら

を
な
し
降
雨
又
は
大
水
を
待 

っ
て
自
然
的
に
流
し
出
す
も
の
で
減
水
す
る
と
所
々
に
引
掛
り
居
る
故
、
次
の
出
水
の
場
合
な
る
べ
く
早 

く
流
れ
出
る
樣
に
良
い
場
所
に
木
直

き
な
お

し
を
し
て
第
二
の
出
水
を
待
つ
、
之
れ
を
繰
返
し
て
十
數
里
の
間
を 

流
し
流
し
て
天
然
、
自
然
的
に
流
す
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
之
の
方
法
が
日
向
の
木
材
搬
出
の
習
慣
で
あ 

っ
た
、
夫
れ
を
打
破
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
こ
の
木
曾
風
搬
出
法
は
初
年
は
大
失
敗
に
終
っ 

た
、
即
ち
厖
大
な
費
用
を
投
じ
て
廣
瀨
福
島
港
へ
木
鼻
が
到
着
し
た
時
不
幸
大
洪
水
に
見
舞
は
れ
尺
〆
二 

萬
本
は
全
部
日
向
難
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
、
之
れ
が
大
正
六
年
の
事
で
あ
る
、
時
に
著 

者
は
名
古
屋
に
在
っ
て
こ
の
大
洪
水
に
よ
る
全
部
流
出
の
電
報
を
事
業
主
任
磯
田
芳
松
君
（
現
在
著
者
經 

營
の
大
江
合
板
株
式
會
社
に
勤
務
）
か
ら
受
け
急
遽
出
發
、
陸
路
關
門
海
峽
を
渡
り
日
向
線
、
鹿
兒
島
本
線 

に
よ
っ
て
吉
松
、
都
城
を
經
て
廣
瀨
福
島
へ
二
晝
夜
を
要
し
て
到
着
、
海
岸
へ
馳
け
付
け
て
見
れ
ば
日
向 
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難
一
面
に
白
く
木
材
が
浮
び
潮
に
つ
れ
て
右
に
左
に
漂
っ
て
ゐ
る
、
こ
の
二
萬
本
か
ら
の
流
材
の
一
塊
を 

眺
め
た
時
は
思
は
ず
流
涕
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
如
斯
場
合
は
最
早
や
神
を
賴
る
外
な
し
と
て
祈
願
を
こ 

め
、
恰
度
流
出
後
三
日
目
に
漸
く
風
向
も
變
り
、
海
も
和
ら
ぎ
、
延
長
二
十
里
餘
の
海
岸
線
各
所
に
打
ち 

上
げ
ら
れ
た
、
そ
の
中
に
は
他
の
同
業
者
の
も
の
も
あ
り
其
數
約
三
十
萬
本
で
あ
っ
た
、
此
の
流
出
當
時 

一
ツ
瀨
川
の
國
道
に
か
け
ら
れ
た
橋
梁
（
約
三
萬
圓
で
架
設
さ
れ
た
も
の
で
西
南
戰
爭
の
時
西
鄕
隆
盛
が 

渡
っ
た
事
の
あ
る
由
緖
あ
る
橋
）
及
び
宮
崎
縣
で
初
め
て
の
試
み
た
る
杉
安
と
云
ふ
個
所
に
架
け
ら
れ
た 

鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
、
日
豐
線
建
設
假
橋
と
を
墜
落
流
失
せ
し
め
、
宮
崎
縣
よ
り
若
干
圓
、
鐵
橋
架
橋 

請
負
工
事
者
よ
り
四
千
圓
の
損
害
賠
償
を
申
込
ま
れ
宮
崎
縣
當
局
や
各
林
業
者
と
の
間
に
種
々
論
議
が
交 

は
さ
れ
結
局
林
業
者
側
か
ら
合
同
で
沿
岸
關
係
者
及
び
鐵
橋
請
負
業
者
へ
約
二
千
圓
を
提
供
し
て
事
を
納 

め
得
た
わ
け
で
あ
っ
た
、
斯
く
し
て
神
の
加
護
か
全
部
沿
岸
に
漂
着
し
た
木
材
を
集
材
し
船
積
に
す
る
の 

で
あ
る
が
こ
こ
に
も
又
難
關
が
一
つ
あ
り
、
そ
れ
は
好
景
氣
時
代
の
頂
點
に
達
し
て
ゐ
た
折
と
て
輸
送
船 

拂
底
、
運
賃
は
狂
熱
的
昂
騰
を
演
じ
て
居
り
、
加
之
福
島
港
は
河
口
淺
く
積
込
困
難
の
理
由
か
ら
運
賃
を 

奮
發
し
て
も
傭
船
に
應
じ
な
い
、
で
止
む
な
く
窮
餘
の
策
と
し
て
伊
勢
の
大
湊

お
ゝ
み
な
と

で
一
隻
、
桑
名
で
二
隻 

の
輸
送
船
三
隻
を
新
造
し
て
廻
送
し
、
産
地
港
と
阪
神
間
輸
送
の
專
屬
船
と
し
た
、
斯
く
し
て
第
一
回
の 
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積
込
み
を
終
り
所
謂
處
女
航
海
に
於
て
一
番
大
き
い
濱
成
丸
が
瀨
戸
內
海
栗
島
海
峽
で
暗
礁
に
乘
り
上
げ 

輸
送
力
に
大
き
な
手
違
ひ
を
生
じ
た
が
然
し
天
な
る
か
な
、
斯
く
流
材
や
輸
送
上
に
齟
齬
を
す
れ
ば
す
る 

程
木
材
相
場
は
騰
貴
し
不
幸
が
返
っ
て
僥
倖
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
最
初
阪
神
間
で
栂
角
尺
〆
六
圓
位
の 

も
の
が
逐
次
昂
騰
歩
調
を
辿
り
こ
の
輸
送
最
盛
時
に
は
十
一
、
二
圓
に
な
っ
た
、
そ
の
爲
損
失
す
べ
き
事 

業
が
返
っ
て
利
益
を
計
上
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
そ
の
間
の
辛
苦
は
亦
格
別
で
あ
っ
た
、
之
の
事
業
は
大 

正
九
年
を
以
っ
て
打
ち
切
引
き
揚
げ
た
、
事
業
中
損
失
を
見
ず
に
終
っ
た
事
は
全
く
天
祐
と
い
ふ
べ
き
で 

あ
で
あ
っ
た
。 

 

積
極
的
改
革
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
海
道
、
樺
太
材
に
着
目 

  

大
正
五
年
鴻
恩
あ
る
先
輩
伊
藤
千
里
氏
が
胃
癌
に
て
長
逝
さ
れ
其
後
任
と
し
て
僥
倖
に
も
合
資
會
社
濱 

木
屋
商
店
の
代
表
社
員
と
な
り
、
益
々
積
極
的
方
針
の
許
に
、
多
年
固
守
し
て
來
た
古
風
、
舊
式
な
一
切 

の
風
習
を
打
破
改
革
し
て
之
れ
が
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
、
其
一
つ
の
例
と
し
て
あ 



 

 - 82 - 

げ
て
み
る
な
ら
ば 

 

こ
の
當
時
製
材
方
法
は
一
般
同
業
者
間
に
於
て
は
夫
々
時
代
に
順
應
し
た
所
謂
新
式
の
機
械
に
よ
っ
て 

各
種
の
動
力
を
利
用
し
て
製
材
工
場
を
建
設
經
營
し
て
居
ら
れ
た
が
、
濱
木
屋
は
當
時
尚
ほ
多
年
の
習
慣 

た
る
古
風
な
木
挽
き
に
依
る
製
材
を
行
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
之
に
對
し
先
輩
政
木
氏
の
言
も
尊
重
し 

久
し
く
逡
巡
し
て
ゐ
た
が
一
大
決
心
を
以
て
著
者
は
こ
の
製
材
方
法
を
一
變
し
て
動
力
に
依
る
機
械
を
据 

へ
つ
け
た
の
で
あ
る
、
然
し
こ
の
當
時
は
景
氣
が
最
高
潮
に
達
せ
る
時
代
で
あ
っ
た
爲
に
、
電
動
力
を
得 

る
の
に
頗
る
苦
心
し
た
、即
ち
一
馬
力
引
込
權
利
料
五
十
圓
を
以
っ
て
す
る
も
容
易
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
、 

種
々
苦
慮
の
結
果
漸
く
に
し
て
七
十
五
馬
力
サ
ク
ソ
ン
ガ
ス
發
生
機
を
以
て
動
力
を
起
し
、
之
れ
で
機
械 

を
動
し
た
の
で
あ
る
、
即
ち
大
正
八
年
か
ら
九
年
に
涉
っ
て
之
の
改
革
を
斷
行
し
た
の
で
あ
る
。 

 

北
洋
材
に
着
目
し
た
の
は
、
大
正
七
年
に
日
本
材
木
業
聯
合
大
會
が
當
時
の
淸
國
安
東
縣
及
朝
鮮
新
義 

州
と
即
ち
鴨
綠
江
を
挾
ん
で
開
か
れ
た
の
で
こ
の
大
會
に
參
列
し
、
鴨
綠
江
材
の
伐
出
狀
况
を
視
察
し
て 

奉
天
、
大
連
を
經
由
し
て
內
地
に
歸
る
間
に
於
て
木
材
は
前
途
尚
非
常
な
暴
騰
を
演
ず
る
で
あ
ら
ふ
と
い 

ふ
感
を
抱
き
歸
名
後
直
ち
に
北
洋
材
方
面
に
着
眼
し
、
ま
づ
北
海
道
の
雜
木
を
仕
入
れ
て
積
極
的
に
進
出 

を
試
み
、
引
續
き
初
め
て
、
エ
ゾ
、
ト
ド
の
中
丸
太
に
向
っ
て
手
を
伸
し
た
の
で
あ
る
、
當
時
濱
木
屋
で 
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は
皆
な
異
口
同
音
に
北
海
道
材
は
粗
惡
材
と
し
て
か
え
り
み
な
か
っ
た
、
そ
の
當
時
の
一
例
と
し
て
は 

 

北
海
道
楢
角
普
通
材
百
石
三
百
五
十
圓
上
等
物
で
五
百
圓
迄 

 

エ
ゾ
、
ト
ド
中
丸
太
は
五
百
二
、
三
十
圓 

で
あ
っ
た
、
其
他
栓
、
桂
、 

等
も
市
場
の
相
場
を
以
っ
て
充
分
な
る
硏
究
も
な
く
し
て
見
込
み
で
相
當 

の
數
量
を
買
上
げ
た
が
そ
れ
が
全
て
適
中
し
て
兩
三
ヶ
月
間
に
純
益
二
萬
圓
を
計
上
し
た
、
其
間
初
め
て 

中
丸
太
に
着
目
し
て
殊
に
樺
太
材
の
賣
買
と
い
ふ
方
面
に
趣
味
を
持
ち
、
當
時
松
昌
洋
行
（
山
本
唯
三
郎 

氏
經
營
）
が
大
泊
に
出
張
所
を
設
け
て
島
外
移
出
禁
止
で
あ
っ
た
樺
太
材
の
特
許
を
受
け
内
地
方
面
へ
移 

出
し
て
ゐ
た
の
で
之
れ
を
水
谷
孝
三
氏
の
手
を
介
し
て
名
古
屋
入
荷
分
に
對
し
獨
占
的
仕
入
れ
を
し
た
の 

で
あ
る
。 

 

木
曾
、
飛 

其
他
各
地
に
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
層
積
極
的
伐
木
陣
を
張
る 

  

北
洋
材
方
面
に
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
大
正
八
年
に
は
同
輩
伊
藤
增
吉
君
と
謀
り
信
州
野
尻
で
帝
室
林 
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野
管
理
局
か
ら
御
料
林
を
十
萬
二
百
圓
で
拂
下
げ
を
受
け
種
々
の
關
係
上
王
瀧
村
の
中
越
次
郎
吉
氏
を
共 

同
者
と
し
て
同
年
末
か
ら
九
年
へ
か
け
て
名
古
屋
へ
出
材
し
約
六
萬
圓
餘
の
純
益
を
計
上
す
る
事
が
出
來 

た
、
更
ら
に
同
年
は
群
馬
縣
の
黑
磯
驛
か
ら
奧
の
那
賀
川
上
流
で
丹
羽
一
市
民
の
關
係
で
靑
葉
農
林
株
式 

會
社
か
ら
檜
葉
丸
太
一
萬
本
を
買
受
け
黑
磯
驛
よ
り
陸
送
で
東
京
へ
輸
送
し
東
平
野
町
岡
由
及
森
源
兩
店
へ 

賣
込
ん
だ
が
又
亦
約
六
萬
三
千
圓
の
純
益
を
計
上
し
た
、
此
の
事
業
は
水
谷
孝
三
氏
の
井
桁
商
會
と
合
倂 

に
濱
木
屋
で
五
分
、
井
桁
商
會
三
分
、
服
部
小
十
郞
二
分
の
配
分
約
束
に
て(

途
中
服
部
氏
は
脫
退)

行
っ 

た
の
で
あ
る
、
尚
ほ
上
州
沼
田
兩
毛
製
紙
の
伐
出
し
た
檜
葉
丸
太
八
千
本
を
買
受
け
、
其
他
大
正
五
年
以
降 

長
良
川
上
流
、
郡
上
郡
奧
明
方

お
く
み
ょ
う
が
た

村
及
小
駄
良

こ

だ

ら

村
（
現
井
桁
藤
商
店
支
配
人
た
る
長
田
英
雄
君
當
時
二
十 

才
に
て
主
任
た
り
）、
飛 

川
上
流
益
田
郡
火
打

ひ
う
ち

、
久
能
川

く

の
が

は

、
竹
原

た
け
は
ら

、
下
呂

げ

ろ

、
萩
原

は
ぎ
わ
ら

、
上
呂

じ
ょ
う
ろ

、
馬
瀨

ま

ぜ

村
、 

加
茂
郡
黑
川

く
ろ
か
わ

、
東
白
川

ひ
が
し
し
ら
か
わ

、
佐
見

さ

み

、
長
野
縣
王
瀧

お
う
た
き

村
、
西
野

に
し
の

、
末
川

す
え
か
わ

、
等
に
於
て
各
種
木
材
及
鐵
道
用
枕
木 

を
伐
出
し
た
が
、
そ
の
數
量
は
實
に
夥
多
に
上
っ
た
。 
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未
曾
有
の
材
界
狂
熱
時
代
來
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

市
賣
會
を
開
催
頗
る
大
成
功
を
收
む 

  

大
正
九
年
二
月
、
未
曾
有
の
好
景
氣
と
共
に
天
井
知
ら
ず
の
昂
騰
を
續
け
る
木
材
界
を
注
視
洞
察
し
た 

時
、
最
頂
上
相
場
を
握
る
こ
と
は
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
商
家
の
戰
法
は
腹
八
分
目
を
最
上
と
せ 

ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
、
そ
こ
で
各
地
に
於
て
積
極
的
に
伐
採
し
た
も
の
ゝ
利
喰
い
を
或
程
度
す
る
が
良
策 

で
あ
る
と
痛
感
し
、
ま
づ
東
京
に
於
て
一
部
の
處
分
を
爲
す
べ
く
井
桁
藤
商
會
と
の
合
倂
分
を
東
京
森
源 

に
賣
卻
し
た
、
こ
の
頃
よ
り
著
者
は
現
在
の
暴
騰
相
場
は
あ
ま
り
に
も
不
合
理
、
不
自
然
な
る
相
場
で
あ 

る
、
や
が
て
は
こ
の
大
反
動
の
襲
來
す
る
あ
る
を
覺
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
愈
々
手
持
材
の
一
掃
的
處
分 

を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
氣
分
を
濃
厚
に
し
た
、
當
時
市
賣
會
は
名
古
屋
木
材
株
式
會
社
が
常
設
的
に
開 

市
を
爲
し
つ
ゝ
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
同
社
へ
の
遠
慮
氣
味
も
あ
っ
て
差
控
へ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
著
者
は
斷 

固
市
賣
會
を
開
く
こ
と
に
決
心
し
、
一
應
名
古
屋
木
材
株
式
會
社
に
了
解
を
得
て
、
大
正
九
年
三
月
十
日 
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愈
々
指
名
者
の
み
を
濱
木
屋
に
參
集
願
っ
て
開
市
す
る
手
筈
を
整
へ
た
の
で
あ
る
、
と
こ
ろ
が
熱
狂
時
代 

の
こ
と
ゆ
ゑ
三
井
、
三
菱
「
辰
（
鈴
木
）
と
い
っ
た
錚
々
た
る
と
こ
ろ
ま
で
參
加
を
迄
ふ
て
前
人
氣
頗
る 

旺
盛
で
最
初
二
十
名
內
外
の
有
力
者
の
み
の
豫
定
で
あ
っ
た
の
が
驚
く
勿
れ
六
十
名
か
ら
に
達
し
た
の
で 

あ
る
、
こ
の
市
賣
の
出
品
物
は
長
良
川
、
飛 

川
、
木
曾
、
上
州
沼
田
方
面
よ
り
輸
送
し
た
も
の
及
び
樺 

太
中
丸
太
等
で
あ
っ
た
。 

 

愈
々
三
月
十
日
の
開
市
當
日
の
白
熱
的
人
氣
は
け
だ
し
空
前
絶
後
の
盛
况
で
あ
っ
た
、
相
場
の
如
き
も 

全
く
驚
嘆
す
べ
き
高
値
で 

  

▲
杉
丸
太 

 

六
以
下 

 
 
 

尺
〆 

 

二
十
九
圓
九
十
五
錢 

 

吉 
 

見 

落 

札 

 

▲
松
丸
太  

 
 
 
 
 
 
 
 

〃  
 
 

二
十
二
圓 

 
 
 
 
 

香 
 

川 
 

〃 

 

▲
松
角 

 
 

合
角 

  
 
 
 

〃 
 
 

三
十
五
圓            

竹 
 

廣 
 

〃 

 

▲
檜
葉
丸
太 

    
 
  
 
 

〃 
 
 

三
十
二
圓
五
十
錢 

 
 

辻 
 

駒 
 

〃 

 

▲
檜
丸
太 

 

中
目 

    
 
 

〃 
 
 

三
十
四
圓
五
十
錢 

 
 

親
友
會
連 

 

〃 

 

▲
同
上   

 
 
 
 
 
  
 
 

尺
〆 

 

四
十
五
圓 

 
 
 
 
  

親
友
會
連 

落 

札 
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▲
杉
丸
太 

 

一
上  

       

〃   
 

四
十
圓 

 
 
 
 
 
 

永 
 

田 

落 
札 

 

▲
同
中
目 

    
  
 
 
 
 

〃 
 
 

三
十
五
圓 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 

〃 

 

▲
樺
太
中
丸
太 

七
九
掛
百
石 

 
 
 
 

千
六
百
三
十
五
圓 

 
  

新
宮
商
行
へ
二
千
石
賣
約 

  

開
市
二
時
間
後
金
額
二
十
三
萬
五
千
圓
の
賣
上
高
で
出
品
全
部
を
賣
盡
し
た
、
右
の
相
場
が
今
日
迄
の 

木
材
價
格
の
最
高
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
入
札
條
件
は
落
札
と
同
時
に
現
金
二
割
、
殘
四
割
三
月
二
十
五
日 

拂
込
、
殘
四
割
は
四
月
十
日
現
金
を
以
っ
て
完
納
の
事
、
但
期
日
前
に
物
件
受
渡
要
求
あ
る
場
合
は
金
額 

拂
込
み
の
事
、
と
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。
入
札
翌
日
に
な
っ
て
一
つ
の
事
件
が
惹
起
さ
れ
た
、
そ
れ
は
交
涉 

委
員
が
出
來
て
契
約
金
を
手
形
と
さ
れ
た
い
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
が
時
節
柄
拒
絶
し
種
々
折
衝
の
結
果
公 

債
又
は
現
金
と
し
更
に
殘
額
拂
込
期
日
を
四
月
十
日
の
分
を
四
月
二
十
五
日
に
延
期
方
を
要
求
さ
れ
同
業 

者
の
事
で
あ
る
か
ら
之
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
が
こ
の
事
が
結
局
後
に
な
っ
て
大
い
な
る
誤
り
で
あ
っ
た 

事
が
判
っ
た
、
最
初
下
見
の
場
合
は
高
く
見
積
っ
て
も
二
十
一
萬
五
千
圓
位
と
考
へ
た
の
が
入
札
は
白
熱 

的
人
氣
で
大
成
功
を
收
め
約
二
萬
圓
弱
の
賣
增
し
と
な
り
一
同
欣
喜
躍
雀
、
手
の
舞
ひ
足
の
踏
む
と
こ
ろ 

を
知
ら
ず
、
と
は
こ
の
事
で
あ
ら
ふ
、
こ
の
市
賣
會
こ
そ
木
材
界
に
於
け
る
所
謂
木
材
史
上
特
筆
大
書
す 
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べ
き
一
項
目
で
あ
っ
て
此
の
入
札
会
の
結
果
同
業
者
は
東
に
奔
り
西
に
走
っ
て
各
方
面
で
積
極
的
仕
入
れ 

を
初
め
た
の
で
あ
っ
て
、
引
續
き
三
月
十
五
日
に
は
吉
村
松
太
郞
氏
が
市
賣
を
開
か
れ
た
が
こ
の
時
は
既 

に
人
氣
は
下
り
阪
に
あ
っ
て
稍
々
沈
滯
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
著
者
は
過
般
の
市
賣
會
で
は
ま
づ 

出
品
の
半
數
位
は
殘
る
で
あ
ろ
う
と
考
へ
て
ゐ
た
が
全
部
落
札
し
て
貯
材
は
僅
少
と
な
っ
た
の
で
此
際
內 

地
材
熱
狂
相
場
の
も
の
を
仕
入
れ
て
も
趣
味
も
な
く
又
不
得
策
で
あ
る
と
考
へ
三
月
十
五
日
名
古
屋
を
出 

發
し
て
北
海
道
に
走
り
、
釧
路
に
於
て
エ
ゾ
、
ト
ド
の
尺
三
上
太
丸
太
三
千
石
、
樺
太
中
丸
太
材
七
千
石 

を
買
約
し
夫
れ
よ
り
北
海
道
各
地
を
視
察
し
遠
く
網
走
迄
も
行
き
小
樽
に
引
返
し
た
時
木
材
一
般
市
况 

は
妙
な
雲
行
き
に
あ
る
こ
と
を
察
知
し
て
早
々
仕
入
れ
を
中
止
し
四
月
十
六
日
東
京
迄
引
返
し
た
の
で
あ 

る
。 

 
 

反
動
時
代
の
襲
來 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
暴
落
お
し
よ
せ
る 

  

こ
の
日
（
四
月
十
六
日
）
が
東
京
兜
町
の
株
式
大
暴
落
の
日
で
早
速
歸
名
し
た
が
、
約
束
の
三
月
廿
五 
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日
拂
込
み
の
四
割
金
は
殆
ど
拂
込
ま
れ
て
ゐ
な
い
、
止
む
な
く
夫
々
要
求
し
て
掛
合
っ
た
が
木
材
も
時
既 

に
大
瓦
落
を
現
出
し
同
業
者
は
平
身
低
頭
し
て
契
約
金
二
割
放
棄
し
て
契
約
解
除
を
申
出
で
る
者
續
出
し 

た
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
出
來
得
る
限
り
契
約
の
履
行
を
迫
っ
た
が
尙
歎
願
さ
れ
る
向
に
は
止
む
な
く
契
約 

金
沒
收
し
て
契
約
解
消
を
決
行
し
た
が
、
そ
れ
が
約
二
分
の
一
あ
っ
た
、
こ
の
時
の
大
暴
落
の
一
例
と
し 

て
は
、
杉
六
以
下
尺
〆
二
十
九
圓
九
十
五
錢
で
落
札
さ
れ
た
も
の
が
一
度
に
十
五
圓
五
十
銭
と
な
り
そ
れ 

が
五
月
下
旬
に
は
十
三
圓
五
十
錢
と
云
ふ
崩
落
振
り
を
演
じ
た
の
で
あ
る
、
こ
う
し
た
暴
落
の
た
め
北
海 

道
で
仕
入
れ
た
太
丸
太
千
五
百
圓
が
千
百
圓
と
な
り
中
丸
太
千
四
百
五
十
圓
が
慘
落
し
て
名
古
屋
へ
入
津 

し
た
八
月
頃
に
は
七
百
五
十
圓
と
な
っ
た
、
右
七
千
石
の
中
丸
太
は
水
谷
孝
三
、
長
谷
川
糾
七
、
永
田
商 

店
、
鈴
木
虎
之
助
氏
等
か
ら
買
約
し
あ
り
し
も
契
約
金
一
萬
五
千
圓
に
尙
五
千
圓
追
加
し
二
萬
圓
の
解
約 

金
を
出
す
か
ら
と
解
約
申
込
む
も
聽
入
れ
ら
れ
ず
結
局
百
石
千
百
二
十
五
圓
に
値
引
の
上
引
取
っ
た
が
こ 

の
中
丸
太
を
處
分
す
る
上
に
於
て
製
板
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
尙
ほ
東
京
で
は
岡
由
、
森
源
に
賣
却
せ 

る
檜
葉
丸
太
一
萬
石
の
手
形
不
渡
十
一
萬
餘
圓
と
な
り
周
章
狼
狽
し
て
上
京
し
東
京
木
材
商
組
合
長
長
谷
川 

鏡
次
氏
の
多
大
の
盡
力
に
よ
っ
て
總
額
二
萬
八
千
圓
を
値
引
し
一
ヶ
年
間
割
賦
支
拂
方
法
で
受
取
る
事
に 

解
決
し
た
。 
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好
况
時
代
の
狂
熱
振
り
か
ら
一
瞬
に
し
て
反
落
時
代
と
な
っ
た
こ
の
有
爲
天
變
に
際
會
し
て
著
者
は
自 

己
の
思
慮
の
足
ら
ざ
り
し
事
を
深
く
銘
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。
其
後
困
難
な
事
に
逢
着
す
る
每
に
之
を
思 

ひ
出
し
慚
愧
に
堪
へ
ず
、
夜
も
眠
ら
れ
ぬ
日
が
あ
っ
た
、
物
事
が
順
風
に
帆
を
あ
げ
て
平
穩
な
大
海
原
を 

進
む
樣
に
意
の
如
く
進
行
す
る
時
は
そ
れ
に
有
頂
天
と
な
る
こ
と
な
く
一
歩
退
ひ
て
靜
か
に
考
へ
直
す
こ 

と
が
必
要
で
あ
る
と
實
際
に
直
面
し
て
痛
感
し
た
。
又
一
方
製
材
工
場
の
建
設
も
三
萬
五
千
圓
の
見
積
豫 

定
が
五
萬
と
な
り
七
萬
圓
と
な
っ
た
が
、
事
業
も
順
調
に
進
ん
で
ゐ
た
際
だ
か
ら
建
設
に
力
を
致
し
其
結 

果
店
舖
の
改
築
等
も
加
は
っ
て
は
ゐ
る
が
兎
に
角
十
六
萬
七
千
百
五
十
圓
を
工
場
建
設
及
店
舖
改
築
に
費 

っ
た
の
で
あ
る
、
尙
ほ
調
子
に
ま
か
せ
て
六
十
萬
圓
の
內
三
十
萬
圓
拂
込
濟
の
株
式
組
織
と
し
た
事
も
拙 

劣
な
遣
方
で
あ
っ
た
と
後
日
思
っ
た
、
即
ち
一
つ
順
調
さ
が
欠
け
る
と
、
最
初
に
勢
ひ
の
赴
く
ま
ゝ
に
遣 

り
っ
放
し
た
事
が
如
何
に
も
杜
撰
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
も
の
で
、
充
分
心
す
べ
き
は
「
勝
っ
て
兜
の
緖
を 

締
め
よ
」
で
あ
る
、
斯
く
て
暴
落
に
慘
落
を
重
ね
た
木
材
商
况
も
漸
く
大
正
九
年
八
九
月
頃
に
至
っ
て
平 

靜
狀
態
に
復
し
た
が
、
此
の
間
相
當
の
犧
牲
者
が
續
出
し
た
の
で
あ
っ
て
事
態
止
む
を
得
ぬ
次
第
で
あ
っ 

た
。 
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中
丸
太
の
處
分
に
苦
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
來
合
製
板
を
開
始
す
る 

  

さ
て
七
千
石
の
中
丸
太
を
處
分
す
る
に
當
り
山
岸
製
材
（
本
山
岸
）
淺
井
製
材
等
に
話
し
を
進
め
た
が 

樺
太
材
は
北
海
道
産
に
比
し
て
硬
質
で
あ
り
且
つ
寸
銘
も
細
い
の
で
製
材
能
率
が
二
割
落
ち
る
、
そ
れ
だ 

け
の
割
合
安
く
な
い
と
引
合
は
ぬ
と
云
ふ
の
で
顧
り
見
ら
れ
ず
他
に
も
買
手
が
な
く
こ
の
處
分
に
苦
慮
し 

た
結
果
東
京
へ
出
張
し
て
信
ず
べ
き
取
引
先
た
る
數
矢
町
の
喜
多
商
店
に
就
い
て
種
々
消
化
さ
す
意
見
を 

聽
取
し
た
る
に
東
京
向
け
の
板
を
挽
い
て
汐
留
迄
送
っ
て
は
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
で
半
ば
好
意
的
商
談
を 

と
げ
、
二
間
入
一
束
汐
留
着
尺
建
二
圓
七
十
五
錢
で
三
千
束
を
契
約
し
、
直
ち
に
マ
ー
ク
、
毛
判
其
他
製 

板
用
小
道
具
類
を
注
文
し
て
歸
名
直
ち
に
製
板
に
着
手
し
た
、
そ
れ
が
大
正
九
年
末
期
で
あ
る
が
何
分
に 

も
出
來
合
品
板
製
作
販
賣
の
經
驗
が
乏
し
か
っ
た
の
で
先
輩
た
る
岩
田
助
次
郞
氏
に
助
力
を
乞
ふ
て
同
氏 

の
店
員
を
助
手
に
依
賴
し
て
撰
別
、
結
束
等
を
實
習
し
、
エ
ゾ
、
ト
ド
の
並
四
分(

二
分
七
、
八
里)

六
分 

尺
板(

三
分
五
里)

、
板
割
長
二
間
（
六
分
五
里
厚
）
の
製
板
を
開
始
し
た
、（
板
長
さ
六
尺
（
三
寸
伸
巾
は 

尺
で
二
分
裕
の
伸
び
で
役
物
は
拔
か
ず
全
部
込
で
あ
っ
た
）
此
の
當
時
製
板
業
者
と
し
て
は
服
部
淸
太
郞 
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氏
が
ず
っ
と
古
く
か
ら
少
し
ず
つ
製
産
し
て
居
ら
れ
た
位
で
北
海
板
は
引
合
ぬ
と
云
ふ
の
が
當
時
の
通
說 

の
樣
で
あ
っ
た
、
從
っ
て
積
極
的
に
出
來
合
品
の
製
板
に
着
手
し
た
の
は
著
者
が
嚆
矢
で
あ
っ
た
と
思
ふ 

此
の
大
正
九
年
に
於
る
名
古
屋
の
製
材
業
の
狀
况
を
數
字
的
に
回
顧
し
て
み
る
と
、 

 

工
場
數 
九
四 

動
力
三
，
七
四
二
馬
力
（
內
譯 

電
力
二
，
〇
五
九
、
火
力
一
，
一
七
一
、
瓦
斯
五
一
二
） 

 

機
械
種
別 
竪
鋸
七
七
、
帶
鋸
二
九
、
丸
鋸
三
九
一 

 

計
四
九
七 

 

從
業
職
工 

 
男
一
，
二
六
五
人
、
女
三
八
人 

 

計
一
，
三
〇
三
人 

で
あ
っ
た
。
一
般
の
製
材
販
賣
業
者
は
エ
ゾ
、
ト
ド
板
は
不
引
合
だ
と
云
ふ
先
入
主
で
濱
木
屋
が
エ
ゾ
、 

ト
ド
板
の
製
産
を
初
め
た
が
、
今
に
損
失
を
招
く
で
あ
ら
ふ
と
い
ふ
世
評
を
浴
せ
て
ゐ
た
。
著
者
は
こ
う 

云
ふ
評
判
が
立
て
ば
立
つ
程
益
々
力
を
入
れ
て
、
市
內
近
在
の
み
な
ら
ず
京
、
阪
、
神
に
出
向
ひ
て
同
地 

方
の
製
板
販
賣
方
法
に
就
い
て
硏
究
を
遂
げ
た
結
果
、
板
の
出
來
上
る
時
分
に
は
市
况
も
幾
分
反
動
的
好 

調
を
帶
び
來
り
、
結
局
岩
田
商
店
（
岩
田
助
次
郞
氏
）
が
名
古
屋
で
庭
着
で
仕
入
れ
る
か
ら
東
京
直
送
の 

要
な
し
と
の
事
で
、
且
つ
は
か
ね
て
か
ら
の
恩
義
も
あ
り
岩
田
氏
に
契
約
す
る
こ
と
と
し
た
、
そ
の
板
が 

岩
田
氏
の
手
に
よ
っ
て
大
阪
へ
販
賣
さ
れ
出
す
と
同
時
に
大
阪
の
井
上
製
凾
が
來
店
さ
れ
是
非
共
賣
っ
て 

く
れ
と
の
事
で
一
千
束
を
大
阪
片
町
着
二
圓
八
十
五
錢
で
契
約
し
た
、
之
れ
が
一
つ
の
動
機
と
な
っ
て
大 
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阪
の
各
方
面
か
ら
束
に
つ
き
一
圓
の
契
約
金
を
持
っ
て
顧
客
が
殺
到
す
る
に
至
っ
た
の
で
愈
々
機
械
を
增 

設
し
職
工
を
倍
數
に
增
し
盡
夜
交
替
で
徹
夜
操
業
を
な
す
も
尙
注
文
に
應
じ
切
れ
な
い
と
云
ふ
盛
况
振
に 

向
っ
た
。 

 

こ
の
當
時
の
原
木
相
場
は
百
石
六
百
二
、
三
十
圓
で
製
板
一
束
二
圓
八
十
五
錢
乃
至
九
十
五
錢
に
販
賣 

し
て
歩
留
り
か
ら
す
べ
て
の
計
算
を
す
る
と
百
石
に
付
き
百
圓
乃
至
百
五
十
圓
の
純
益
を
計
上
出
來
得
た 

の
で
あ
っ
て
、
製
板
創
始
當
時
一
般
に
冷
笑
的
罵
言
を
浴
せ
ら
れ
た
そ
れ
と
は
結
果
に
於
て
雲
泥
の
相
違 

で
幸
ひ
な
事
で
あ
っ
た
。 

 
 

北
海
エ
ゾ
、
ト
ド
製
板
中
興
の
時
（
大
正
十
年
） 

  

大
正
十
年
と
な
っ
て
益
々
エ
ゾ
並
四
分
板
、
六
分
板
、
板
割
の
需
要
增
加
と
共
に
値
段
も
騰
貴
し
結
局 

五
月
に
至
っ
て
大
阪
片
町
着
三
圓
十
五
錢
迄
昂
騰
し
、
原
木
中
丸
太
は
端
境
期
の
た
め
七
百
圓
ど
こ
ろ
を 

唱
へ
、
順
次
下
落
の
徵
が
見
へ
初
め
た
の
で
あ
る
、
然
し
名
古
屋
の
製
材
業
者
も
一
般
的
に
エ
ゾ
、
ト
ド 

の
製
板
に
關
心
を
持
ち
初
め
、
一
齊
に
之
れ
を
着
手
し
た
が
時
既
に
遲
く
、
退
歩
の
一
歩
に
入
っ
て
ゐ
た 
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の
で
あ
る
、
即
ち
製
板
業
者
が
雨
後
の
筍
の
如
く
增
加
す
る
と
共
に
生
産
數
量
は
過
剩
と
な
り
相
場
も
下 

落
し
束
二
圓
七
十
五
錢
迄
引
下
が
っ
た
の
で
あ
る
、
之
の
當
時
が
即
ち
名
古
屋
の
北
海
エ
ゾ
、
ト
ド
の
製 

板
中
興
の
時
代
で
あ
る
、
こ
の
事
か
ら
考
へ
て 

 

「
世
間
の
風
評
、
デ
マ
、
流
說
は
或
る
程
度
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」 

と
い
ふ
事
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。 

 
 

大
臺
ヶ
原
山
木
材
伐
出
事
業
計
畫 

 
 
 
 
 
 
 

大
臺
林
業
株
式
會
社
創
立 

  

大
正
八
年
の
秋
、
井
桁
商
會
の
水
谷
孝
三
氏
と
謀
り
紀
州
大
臺
ヶ
原
山
の
立
木
伐
出
事
業
を
計
畫
し
、 

熊
澤
一
衛
氏
の
援
助
に
よ
っ
て
富
士
製
紙
株
式
會
社
よ
り
三
十
八
萬
圓
に
て
買
收
し
種
々
な
る
關
係
上
、 

熊
澤
派
、
水
谷
派
、
濱
木
屋
派
の
三
等
分
に
て
大
正
九
年
大
臺
林
業
株
式
會
社
を
創
林
し
同
社
に
て 

大
臺
ヶ
原
山
の
經
營
を
な
す
こ
と
ゝ
し
た
と
同
時
に
著
者
は
同
社
の
常
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。 
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米
材
輸
入
に
着
目
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
一
回
に
巨
利
を
博
す 

  

大
正
七
年
夏
滿
洲
よ
り
歸
名
し
た
當
時
よ
り
米
國
材
輸
入
に
着
眼
し
、
將
來
相
當
に
日
本
へ
輸
入
せ
ら 

れ
る
も
の
と
豫
想
し
て
弗
々
之
れ
が
硏
究
を
初
め
て
ゐ
た
、
九
州
地
方
の
山
林
伐
出
事
業
の
關
係
で
阪
神 

間
を
往
復
す
る
每
に
其
取
引
上
滯
在
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
大
阪
の
北
村
梅
七
氏
よ
り
米
材
の
取 

扱
ひ
方
を
敎
示
し
て
も
ら
っ
て
ゐ
た
が
、
大
正
八
年
の
木
材
界
狂
熱
時
代
に
は
驚
く
勿
れ
一
立
方
呎
二
圓 

七
十
錢
迄
騰
貴
す
る
と
い
ふ
始
末
で
殆
ど
初
心
者
の
手
を
染
め
る
時
な
ら
ず
と
み
て
硏
究
の
み
に
終
っ
た 

其
堂
時
は
ボ
ー
ド
メ
ー
ジ
ュ
ア
ー
が
何
で
あ
る
か
、
ド
ク
ラ
ス
フ
ァ
ー
が
何
か
、
所
謂
名
稱
や
材
積
、
爲 

替
等
の
換
算
に
就
い
て
未
知
の
事
が
多
く
頭
を
惱
ま
し
た
も
の
で
あ
る
、
然
し
種
々
硏
究
の
結
果
大
正
九 

年
頃
ま
で
に
は
か
な
り
の
程
度
ま
で
會
得
す
る
こ
と
が
出
來
、
更
に
神
戸
に
、
又
東
京
へ
商
用
で
出
張
す 

る
每
に
何
れ
は
自
分
も
米
材
を
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
固
い
信
念
の
も
と
に
之
れ
が
輸 

入
方
法
、
販
賣
方
法
等
を
實
地
に
就
い
て
視
察
し
た
が
、
未
だ
價
格
の
點
や
何
や
か
で
名
古
屋
へ
直
輸
入 

す
る
機
會
に
惠
ま
れ
な
か
っ
た
、
漸
く
に
し
て
大
正
九
年
末
期
と
な
り
そ
の
機
運
熟
し
た
り
と
み
て
大
阪 
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の
北
村
梅
七
氏
を
介
し
て
ロ
バ
ー
ト
ダ
ラ
ー
よ
り
松
大
角
十
八
吋
上
百
萬
Ｂ
Ｍ
を
四
日
市
Ｃ
Ｉ
Ｆ
で
買
っ 

た
（
當
時
は
四
日
市
よ
り
筏
に
て
回
漕
）
こ
の
時
も
尙
ほ
換
算
率
が
充
分
會
得
出
來
ず
邦
貨
で
立
方
一
圓 

四
錢
で
買
っ
た
、
之
れ
が
抑
々
伊
勢
灣
へ
大
量
の
米
材
が
輸
入
さ
れ
た
嚆
矢
で
あ
る
、
こ
の
入
津
は
非
常 

な
注
目
を
ひ
き
三
井
、
三
菱
あ
た
り
か
ら
も
色
々
見
學
に
來
ら
れ
た
、
材
質
、
規
格
共
に
非
常
に
立
派
な 

も
の
で
あ
っ
て
着
船
荷
役
後
曵
船
で
名
古
屋
へ
廻
材
し 

 

特
等
材
立
方
二
圓
、
一
等
材
一
圓
三
十
五
錢
、
二
等
材
一
圓
二
十
五
錢
、
普
通
材
一
圓
十
五
錢 

と
い
ふ
値
段
で
賣
出
し
た
處
二
週
間
位
で
全
部
賣
盡
し
、
こ
れ
に
勢
ひ
を
得
て
田
村
商
會
、
三
菱
等
か
ら 

五
十
萬
或
は
百
萬
と
仕
入
れ
且
つ
ロ
バ
ー
ト
ダ
ラ
ー
に
も
尙
百
萬
の
注
文
を
發
し
た
、
其
他
小
角
、
レ
ッ 

ド
シ
ダ
ー
等
も
見
本
的
に
輸
入
を
な
し
た
、
で
こ
の
第
一
回
取
扱
數
量
は
三
百
萬
Ｂ
Ｍ
で
純
益
五
万
五
千 

圓
を
擧
げ
得
た
。 

 
 

 
 
 

ロ
バ
ー
ト
ダ
ラ
ー
社
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
手
販
賣
披
露
宴
開
催 

 

大
正
十
年
二
月
十
一
日
紀
元
節
の
佳
日
を
トボ

ク

と
し
て
ロ
バ
ー
ト
ダ
ラ
ー
社
の
日
本
總
支
配
人
マ
ル
ム
・
グ 
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レ
ン
氏
及
び
同
社
員
西
博
久
氏
等
を
名
古
屋
に
招
き
大
須
七
ツ
寺
宮
房
樓
に
於
て
同
業
者
數
十
名
を
招
待 

し
ダ
ラ
ー
中
部
日
本
一
手
販
賣
の
大
々
的
披
露
宴
を
開
き
大
い
に
米
材
に
對
す
る
認
識
を
得
さ
す
べ
く
宣 

傳
之
れ
努
め
た
の
で
あ
る
、
こ
の
宣
傳
と
云
ふ
事
は
即
ち
名
古
屋
は
東
西
兩
市
場
に
比
し
て
米
材
の
使
用 

遲
れ
て
居
り
、
由
來
名
古
屋
は
舊
習
慣
を
固
守
す
る
と
云
ふ
仕
來
り
が
あ
っ
て
新
し
い
事
に
關
心
を
持
つ 

こ
と
が
兎
角
遲
れ
る
氣
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
こ
の
時
更
ら
に
ロ
バ
ー
ト
ダ
ラ
ー
と
の
間
に
六
百
六 

十
萬
Ｂ
Ｍ
の
契
約
を
な
し
、
引
續
き
四
百
四
十
萬
の
大
中
小
角
を
契
約
し
た
、
値
段
は
大
中
角
四
分
六
込 

千
Ｂ
Ｍ
四
十
二
弗
乃
至
四
十
四
弗
、
小
角
は
三
十
八
弗
五
十
仙
で
あ
っ
た
が
之
れ
が
他
日
大
損
失
を
招
く 

抑
々
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
、
昔
か
ら
緣
起
を
か
つ
ぐ
云
々
と
い
ふ
が
、
こ
の
宴
會
で
多
少
氣
に
障
る
事
が 

あ
っ
た
、
即
ち
宴
會
場
へ
入
っ
て
行
く
と
六
枚
屏
風
が
立
て
ゝ
あ
る
の
だ
が
少
し
變
で
あ
る
、
今
ま
で
下 

り
松
の
繪
な
ん
か
屏
風
で
は
見
た
事
が
な
い
、
變
だ
と
思
っ
て
よ
く
よ
く
見
れ
ば
逆
さ
に
立
て
て
あ
る
、 

早
速
女
中
に
命
じ
て
立
て
直
さ
せ
た
が
何
と
な
く
氣
に
障
る
、
同
席
の
水
谷
孝
三
氏
も
何
だ
か
心
が
浮
か 

ぬ
と
云
っ
て
元
氣
が
な
く
、
契
約
は
止
め
た
い
と
云
は
れ
る
、
著
者
も
そ
ん
な
氣
が
し
た
が
、
こ
の
位
の 

事
で
緣
起
を
か
つ
い
で
見
て
も
仕
方
が
な
い
と
考
へ
、
且
つ
は
第
一
回
の
素
晴
ら
し
い
米
材
へ
の
ス
タ
ー 

ト
が
身
に
滲
み
て
ゐ
る
の
で
、
こ
ん
な
些
事
に
こ
た
は
る
要
な
し
と
思
っ
て
ど
し
ど
し
事
を
運
ん
だ
の
で 
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あ
る
が
、
前
述
の
如
く
他
日
大
損
失
を
招
い
た
の
だ
か
ら
愈
々
以
て
緣
起
と
云
ふ
事
も
良
く
考
へ
ね
ば
な 

ら
ぬ
、
例
へ
迷
信
だ
と
云
は
れ
る
事
で
も
そ
の
程
度
、
事
と
次
第
に
依
っ
て
は
馬
鹿
に
し
て
掛
れ
る
も
の 

で
は
な
い
何
れ
も
深
奧
な
宇
宙
の
攝
理
に
密
接
な
關
聯
を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
だ
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。 

 

ダ
ラ
ー
と
の
契
約
を
期
と
し
て
名
古
屋
港
へ
は
そ
れ
迄
木
材
積
載
の
外
國
船
は
入
港
し
な
か
っ
た
も
の 

で
あ
る
が
之
れ
を
入
港
さ
す
べ
く
縣
市
當
局
、
商
工
會
議
所
、
港
務
所
と
各
關
係
先
き
を
奔
走
し
て
一
件 

書
類
を
市
役
所
を
經
て
ア
メ
リ
カ
の
夫
々
主
要
港
灣
へ
向
け
て
送
附
し
、
名
古
屋
の
木
材
市
場
を
認
識
さ 

せ
る
べ
く
努
力
し
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
程
に
當
時
の
名
古
屋
港
並
に
名
古
屋
木
材
市
場
は
外
國
主
要
港
灣 

都
市
か
ら
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
努
力
の
效
果
が
あ
っ
て
か
幾
程
も
な
く
し 

て
直
接
名
古
屋
港
に
木
材
積
載
の
外
國
船
の
入
港
を
見
る
に
至
っ
た
。 

 
 

大
病
の
事 

 

死
を
恐
れ
ぬ
大
覺
悟 

  

大
正
九
年
十
一
月
下
旬
上
京
し
て
取
引
上
多
忙
を
極
め
る
と
同
時
に
各
方
面
で
招
待
を
受
け
た
り
、
或 
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ひ
は
得
意
先
を
招
待
し
た
り
し
て
多
少
不
攝
生
で
あ
っ
た
爲
健
康
を
害
し
て
十
一
月
三
十
日
歸
名
、
十
二 

月
一
日
よ
り
病
床
に
つ
く
に
至
っ
た
、
初
め
は
普
通
の
胃
腸
病
だ
と
思
っ
て
ゐ
た
が
主
治
醫
は
じ
め
森
田 

博
士
、
杉
山
醫
師
の
診
察
に
依
っ
て
胃
潰
瘍
と
斷
定
さ
れ
て
恐
愕
し
た
、
經
過
は
益
々
惡
化
し
て
十
二
月 

十
日
に
至
り
重
態
、
危
篤
に
陷
り
、
自
分
も
愈
々
死
期
の
近
づ
い
た
事
を
覺
悟
し
て
、
遺
言
を
な
し
、
枕 

頭
に
花
を
飾
っ
て
慰
め
と
な
し
、
僧
侶
に
讀
經
、
引
導
を
授
け
て
も
ら
っ
て
、
死
を
待
つ
ば
か
り
、
大
往 

生
の
時
は
い
つ
か
と
靜
か
な
心
境
に
ひ
た
っ
て
ゐ
た
。
こ
う
し
た
狀
態
だ
っ
た
か
ら
近
所
の
人
、
緣
邊
の 

人
々
、
知
己
、
友
人
は
著
者
は
最
早
死
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
て
弔
問
の
客
引
き
も
切
ら
ず
、
と
こ
ろ
が
著 

者
は
未
だ
息
が
あ
る
、
靜
か
な
悟
り
の
床
に
あ
る
の
で
何
れ
も
面
く
ら
っ
て
歸
ら
れ
る
な
ど
と
云
ふ
有
樣 

で
あ
っ
た
、
斯
う
し
て
死
を
決
し
、
悲
し
ま
ぬ
、
恐
れ
ぬ
氣
持
が
起
死
回
生
の
妙
藥
と
な
っ
て
、
十
四
日 

に
は
危
險
期
を
脫
し
て
其
後
日
一
日
と
薄
皮
を
剝
ぐ
樣
に
快
方
へ
向
ふ
樣
に
な
っ
た
、
こ
う
し
て
病
床
に 

在
っ
て
十
年
の
初
春
を
迎
へ
た
、
が
未
だ
勿
論
足
腰
は
立
た
ず
臥
床
の
ま
ま
、
ぞ
う
に

・

・

・

の
代
り
に
餅
の
ス 

ー
プ
を
攝
っ
て
正
月
氣
分
を
味
ひ
、
そ
れ
よ
り
二
月
、
三
月
兩
月
間
は
固
形
食
物
は
控
へ
て
流
動
食
の
み 

で
攝
養
に
努
め
て
、
四
月
上
旬
全
く
全
快
す
る
を
得
た
、
此
の
體
驗
か
ら
大
病
な
ど
の
時
は
く
よ
く
よ
せ 

ず
大
覺
悟
を
も
っ
て
靜
か
に
養
生
す
べ
き
で
、
命
が
無
け
れ
ば
止
む
を
得
な
い
、
前
世
か
ら
の
因
緣
と
あ 
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き
ら
め
て
大
悟
徹
底
す
べ
き
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。 

 

北
洋
組
合
の
創
立
と 

樺
太
材
積
極
的
進
出 

  

こ
の
時
代
は
著
者
と
し
て
は
林
木
業
界
か
ら
は
そ
の
地
位
を
益
々
認
め
ら
れ
、
從
っ
て
最
も
得
意
の
時 

代
で
あ
っ
た
が
、
ロ
バ
ー
ト
ダ
ラ
ー
と
の
米
材
賣
買
、
取
扱
ひ
に
就
て
は
流
動
資
本
の
關
係
上
大
臺
林
業 

と
共
同
經
營
を
續
け
た
の
で
あ
る
。
尙
ほ
大
臺
林
業
に
於
て
北
洋
林
組
合
を
創
立
し
之
れ
が
理
事
長
に
水 

谷
孝
三
氏
を
、
理
事
に
は
著
者
と
永
田
愛
三
氏
、
梅
村
好
太
郞
氏
ら
を
も
っ
て
共
同
出
資
の
許
に
樺
太
材 

伐
出
事
業
を
開
始
し
た
、
こ
の
匿
名
組
合
の
資
本
總
額
は
二
十
五
萬
圓
で
あ
っ
た
、
而
し
て
著
者
は
大
正 

十
年
四
月
に
樺
太
へ
出
張
し
事
業
の
地
た
る
留
多
加

る
ー

た
か

、
芳
内

よ
し
な
い(

灣
內)

、
泥
川

ど
ろ
か
は

な
ど
を
巡
視
し
、
尙
ほ
西
海
岸 

眞
岡
山
道

ま
お
か
さ
ん
ど
う

を
經
て
前
記
留
多
加

る

ー

た

か

の
奧
地
事
業
地
を
親
し
く
視
察
し
た
の
で
あ
る
、
此
の
當
時
は
樺
太
に
於 

け
る
森
林
に
虫
害
の
猛
烈
を
極
め
た
頃
で
あ
っ
て
樺
太
の
森
林
は
こ
の
た
め
實
に
慘
澹
た
る
も
の
で
あ
っ 

た
。
樺
太
廳
で
は
大
正
十
年
以
前
は
島
外
移
出
は
同
廳
山
林
局
に
於
て
或
る
程
度
の
制
限
を
附
し
て
ゐ
た 
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が
こ
の
虫
害
の
た
め
其
の
禁
を
解
い
て
虫
害
木
は
迅
速
に
拂
下
を
な
し
內
地
各
地
へ
の
移
出
を
反
對
に
奬 

勵
す
る
時
代
と
な
っ
た
、
こ
の
機
會
を
利
用
し
て
所
謂
大
臺
林
業
內
の
北
洋
林
組
合
は
積
極
的
方
針
の
も 

と
に
前
記
巡
視
地
以
外
に
も
東
海
岸
と
い
は
ず
各
地
に
伐
採
權
を
獲
得
或
ひ
は
造
材
師
を
利
用
し
て
各
地 

で
買
材
を
盛
ん
に
な
し
た
、
そ
し
て
汽
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
適
當
な
港
に
廻
船
し
或
は
芝
浦
、
淸
水
、 

名
古
屋
、
和
歌
山
、
大
阪
に
と
夫
々
輸
送
し
販
賣
を
な
し
て
非
常
な
好
成
績
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
斯
く 

し
て
第
一
年
は
四
割
の
配
當
を
各
出
資
者
に
行
ふ
事
が
出
來
た
。 

 

當
時
の
北
洋
材
中
丸
太
の
價
格
は
市
場
で
六
百
圓
乃
至
六
百
二
、
三
十
圓
を
前
後
し
て
居
っ
た
。
樺
太 

の
各
事
業
地
視
察
に
就
て
は
、
昨
今
に
比
較
し
て
言
語
に
絶
し
た
不
便
さ
で
あ
っ
た
、
ま
つ
大
泊

お
お
ど
ま
り

に
於 

て
一
日
百
圓
で
小
蒸
汽
船
を
借
切
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
巡
視
し
た
も
の
で
あ
る
、
西
海
岸
眞
岡

ま
お
か

の
如
き 

は
大
泊

お
お
ど
ま
り

か
ら
船
で
迂
回
し
て
上
陸
し
た
の
で
あ
っ
て
今
か
ら
考
へ
る
と
今
昔
の
感
に
堪
へ
な
い
次
第
で 

あ
る
、
又
各
事
業
地
を
視
察
す
る
に
は
馬
車
に
よ
る
か
徒
歩
の
外
方
法
が
な
か
っ
た
、
冬
期
は
積
雪
を
利 

用
し
て
犬
橇
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
當
時
の
交
通
不
便
は
現
今
か
ら
考
へ
て
全
く
想
像
以
上
で
、
從
っ
て 

そ
の
地
方
で
仕
事
す
る
に
は
並
大
抵
の
努
力
で
は
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
至
難
で
あ
っ
た
。 
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不
便
な
る
時
こ
そ
巨
利
を
博
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

木 

材 

事 

業 

  

總
て
木
材
事
業
は
不
便
な
時
代
こ
そ
利
潤
の
多
い
も
の
で
あ
る
、
交
通
、
通
信
機
關
が
發
達
す
れ
は
す 

る
程
之
れ
に
反
比
例
し
て
利
益
は
減
少
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
、
北
洋
材
組
合
も
こ
の
原
則
に
も
れ
ず
翌 

大
正
十
一
年
に
は
順
調
に
進
ん
で
三
割
の
配
當
、
十
二
年
度
は
二
割
の
配
當
と
い
ふ
有
樣
で
純
利
益
は
減 

少
し
て
行
く
の
で
あ
っ
た
、
然
し
之
れ
と
同
時
に
伐
出
も
、
買
材
も
、
船
の
運
用
も
容
易
に
實
行
出
來
得 

る
樣
に
な
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
方
著
者
の
主
た
る
責
任
あ
る
濱
木
屋
の
營
業
上
に
於
て
も
、 

第
一
に
美
濃
、
飛 

、
木
曾
の
山
林
伐
出
や
ら
本
社
の
直
營
事
業
と
し
て
の
鐵
道
省
納
入
の
枕
木
、
橋
梁 

用
ポ
イ
ン
ト
、
其
他
並
枕
木
、
附
隨
せ
る
鐵
道
用
材
料
の
營
業
も
漸
次
利
潤
薄
く
、
經
營
上
に
も
非
常
な 

る
困
難
を
生
じ
る
樣
に
な
り
其
經
營
上
に
は
一
方
な
ら
ぬ
苦
心
を
拂
ひ
つ
ゝ
あ
っ
た
、
又
更
に
第
二
の
主 

要
な
る
製
品
と
し
て
の
北
海
板
な
ど
も
漸
落
を
辿
っ
て
大
正
十
二
年
八
月
末
頃
に
は
束
二
圓
三
十
五
錢
を 

示
す
に
至
っ
た
、
斯
く
て
經
營
上
に
種
々
苦
惱
を
重
ね
兎
や
角
と
苦
慮
し
つ
つ
あ
る
所
へ
も
っ
て
段
々
賣 

行
き
も
鈍
り
製
品
の
滯
荷
と
な
り
又
經
木
を
製
造
し
該
品
を
大
阪
で
委
託
販
賣
さ
せ
て
ゐ
た
店
の
支
配
人 

 

 - 103 -

が
費
ひ
込
を
な
し
そ
れ
の
調
査
も
兼
ね
て
忘
れ
も
せ
ぬ
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
朝
六
時
二
十
八
分
下
り 

急
行
で
製
板
主
任
を
同
伴
し
て
大
阪
に
向
っ
た
、
湊
町
驛
で
下
車
し
て
大
黑
橋
を
渡
る
と
同
時
に
午
前
十 

一
時
五
十
八
分
。 

 
 

 
 

關
東
大
震
災
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

積
極
的
活
躍 

 

何
と
な
く
地
面
の
動
搖
を
感
じ
た
、
そ
し
て
相
當
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
と
直
感
し
た
の
で
あ
る
、
そ 

う
こ
う
す
る
う
ち
に
附
近
の
人
家
か
ら
も
人
が
飛
び
出
し
て
來
た
り
し
て
益
々
强
震
で
あ
る
と
思
っ
た
、 

ま
づ
定
宿
た
る
吉
岡
旅
館
に
着
く
と
同
時
に
本
社
へ
急
報
を
も
っ
て
電
話
を
申
込
ん
だ
と
こ
ろ
不
通
で
あ 

る
と
の
事
、
そ
し
て
幾
何
も
な
く
大
朝
、
大
每
な
ど
の
號
外
が
早
く
も
配
達
さ
れ
名
古
屋
以
東
は
未
曾
有 

の
大
震
災
の
た
め
一
大
混
亂
に
陷
り
、
殆
ど
全
滅
と
い
ふ
第
一
號
外
を
み
て
驚
愕
し
た
が
其
時
は
新
聞
の 

所
謂
誇
大
な
報
導
だ
位
に
解
譯
し
て
半
信
半
疑
で
目
的
で
あ
る
取
引
の
各
板
類
問
屋
數
軒
を
前
日
か
ら
豫 

約
し
て
あ
っ
た
「
は
り
半
」
の
宗
右
ェ
門
町
支
店
に
招
き
そ
の
席
へ
出
頭
し
四
分
板
約
六
千
束
の
契
約
を 

結
む
だ
の
で
あ
る
、
其
間
に
第
二
、
第
三
、
第
四
と
ひ
っ
き
り
な
し
に
大
震
災
の
號
外
が
配
達
さ
れ
る
、 
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そ
こ
で
之
れ
は
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
も
の
が
最
初
の
豫
想
を
裏
切
っ
て
か
な
り
慘
害
の
甚
大
な
こ
と
を
信 

ず
る
に
至
り
、
そ
こ
で
席
上
に
於
て
著
者
は
各
板
問
屋
の
方
々
に
對
し 

 
「
若
し
號
外
の
如
く
で
あ
っ
た
な
ら
ば
今
日
の
商
談
は
解
除
す
る
こ
と
に
し
て
戴
き
た
い
」 

と
申
出
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
非
常
時
の
場
合
で
あ
る
か
ら
と
て
承
諾
し
た
人
も
あ
り
又
せ
ぬ
向
も
あ
っ
た 

斯
く
て
商
談
を
打
ち
切
っ
て
宿
に
引
返
し
名
古
屋
へ
電
話
を
申
込
ん
だ
が
や
は
り
不
通
で
あ
る
、
で
直
ぐ 

樣
梅
田
驛
へ
馳
け
付
け
て
驛
構
內
の
有
樣
を
一
見
し
て
其
雜
沓
振
り
に
い
た
く
驚
愕
し
た
、
何
れ
も
東
京 

方
面
へ
出
發
す
る
人
で
構
內
は
充
滿
し
戰
時
の
如
き
有
樣
で
あ
る
、
そ
こ
で
自
分
の
隨
行
者
を
直
ち
に
伊 

勢
方
面
へ
向
け
て
出
發
さ
せ
、
伊
勢
松
阪
方
面
に
あ
る
木
材
を
買
約
す
る
た
め
に
行
け
る
處
ま
で
行
き
一 

時
も
早
く
着
き
値
段
に
か
ゝ
は
ら
ず
買
約
す
る
事
を
命
じ
、
自
分
は
大
阪
に
一
泊
し
樣
子
を
聞
き
合
は
し 

て
見
る
と
、
東
京
方
面
の
大
震
災
の
實
狀
が
判
明
し
た
の
で
翌
朝
の
一
、
二
等
急
行
で
名
古
屋
へ
引
返
し 

震
災
對
應
策
を
講
じ
た
。
即
ち
災
害
を
被
む
っ
た
人
々
は
誠
に
御
氣
の
毒
で
あ
る
が
本
業
と
し
て
は
ま
さ 

に
千
歲
一
遇
此
好
機
に
あ
り
と
し
て
出
來
得
る
限
り
各
方
面
に
活
躍
す
る
事
と
決
し
た
。 

 

此
時
初
め
て
製
材
製
板
同
志
會
を
設
立
し
自
分
が
主
唱
者
と
な
っ
て
、
其
團
體
の
申
合
せ
に
よ
り
北
海 

エ
ゾ
、
ト
ド
四
分
板
束
五
十
錢
値
上
げ
を
發
表
し
た
が
、
九
月
一
杯
は
關
東
を
中
心
と
し
た
諸
銀
行
の
金 
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融
機
關
が
或
程
度
停
止
さ
れ
て
い
た
た
め
商
品
界
は
鈍
狀
を
呈
し
た
ま
ゝ
で
あ
っ
た
、
さ
れ
は
前
記
の
積 

極
策
は
と
っ
て
見
た
も
の
ゝ
聊
か
不
安
に
か
ら
れ
、
一
應
災
害
地
視
察
の
必
要
を
痛
感
す
る
に
至
っ
た
同 

月
下
旬
、
東
海
道
線
、
中
央
線
で
二
ヶ
所
程
徒
歩
聯
絡
の
と
れ
る
所
が
あ
っ
た
が
同
志
相
謀
っ
て
中
央
線 

に
よ
っ
て
上
京
す
る
を
安
全
と
考
へ
九
月
三
十
日
夜
出
發
上
京
し
た
の
で
あ
る
、
そ
の
出
發
に
際
し
て
の 

名
古
屋
驛
に
於
け
る
乘
車
の
混
雜
は
實
に
言
語
に
絶
し
話
し
に
は
聞
い
て
ゐ
た
が
其
時
こ
そ
窓
か
ら
飛
び 

込
む
と
い
ふ
こ
と
を
實
地
に
經
驗
す
る
と
い
ふ
物
凄
い
狀
態
で
や
っ
と
席
に
つ
い
て
發
車
、
眞
に
生
命
が 

け
で
あ
る
、
又
千
種
驛
で
も
乘
車
客
殺
到
、
黑
山
の
如
く
列
車
の
屋
上
に
ま
で
シ
ガ
ミ
附
く
も
の
或
ひ
は 

連
結
の
間
に
立
つ
も
の
等
驛
員
の
制
止
も
聞
か
ば
こ
そ
實
に
野
蠻
國
で
も
へ
行
っ
た
樣
な
有
樣
で
全
く
大 

變
な
こ
と
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
乘
客
は
無
論
總
て
東
京
へ
行
く
人
達
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
見
て
東
京
も
治 

安
恢
復
し
商
取
引
を
開
始
し
つ
ゝ
あ
る
も
の
と
推
量
し
て
千
種
驛
か
ら
多
治
見
驛
迄
の
間
に 

 

「
賣
り
物
は
目
を
閉
じ
耳
を
塞
い
で
買
へ
、
東
京
よ
り
通
信
す
る
迄
は
買
い
の
一
本
槍
で
賣
る
な
」 

と
手
紙
で
店
へ
命
じ
勇
奮
し
て
東
京
へ
向
っ
た
。 

 

入
京
は
東
京
の
手
前
か
ら
徒
歩
聯
絡
で
新
宿
へ
到
着
し
た
、
新
宿
か
ら
は
電
車
が
通
じ
て
ゐ
た
の
で
乘 

車
し
て
被
害
地
を
視
察
し
つ
ゝ
丸
ノ
內
竹
中
組
本
部
へ
出
頭
し
て
竹
中
藤
右
ェ
門
氏
に
面
接
し
た
、
そ
こ 
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で
注
文
さ
れ
る
數
量
の
多
い
の
と
納
付
期
限
の
短
い
の
に
驚
き
つ
ゝ
竹
中
組
の
指
定
で
內
幸
町
の
芝
虎
館 

に
投
宿
し
た
。
尙
ほ
其
當
時
に
は
一
通
三
十
字
よ
り
電
報
を
取
扱
は
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
の
で
こ
の
帝 

都
の
有
樣
と
實
况
、
そ
れ
に
名
古
屋
で
今
迄
ど
れ
程
買
約
出
來
た
か
を
問
合
せ
た
至
急
電
報
を
十
二
、
三 

枚
の
賴
信
紙
に
書
き
露
天
の
假
設
中
央
電
信
局
前
に
整
列
し
て
、
そ
れ
だ
け
の
意
味
を
兎
に
角
名
古
屋
へ 

向
け
て
打
電
し
た
の
で
あ
っ
た
。
其
後
得
意
先
た
る
數
矢
町
喜
多
商
店
か
ら
十
三
萬
圓
程
の
注
文
を
引
請 

け
、
そ
れ
が
半
金
現
金
で
あ
っ
た
か
ら
六
萬
五
千
圓
を
風
呂
敷
に
包
ん
で
持
っ
て
は
み
た
も
の
ゝ
每
日
七 

千
圓
よ
り
送
れ
な
い
の
で
止
む
な
く
先
づ
現
金
二
千
圓
を
受
取
り
殘
は
每
日
七
千
圓
宛
六
萬
五
千
圓
に
達 

す
る
迄
送
ら
せ
た
そ
し
て
殘
り
半
金
は
品
物
芝
浦
着
現
金
と
い
ふ
こ
と
で
契
約
し
勇
躍
し
て
東
海
道
線
に 

よ
っ
て
歸
名
し
た
の
で
あ
っ
た
、
其
時
を
回
顧
し
て
み
る
と 

 

東
京
で
は
尙
ほ
餘
震
が
治
ま
ら
ず
深
川
の
貯
木
場
に
は
屍
體
の
腐
敗
し
た
の
が
ポ
カ
ポ
カ
と
浮
ん
で
居 

り
到
底
正
視
出
來
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
永
代
橋
を
渡
っ
た
住
友
倉
庫
あ
た
り
は
尙
ブ
ス
ブ
ス
燃
ゑ
て 

居
っ
た
。
そ
れ
か
ら
丸
ノ
內
の
內
外
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
邊
り
に
は
百
五
、
六
十
名
が
生
埋
に
な
っ
た
ま
ゝ
で 

あ
っ
て
蠅
が
盛
ん
に
破
壞
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隙
間
か
ら
無
数
に
出
入
り
し
て
ゐ
た
の
を
實
見
し
た 

程
で
あ
る
。 

 

 - 107 -

 

こ
う
し
た
悲
慘
な
摸
樣
を
見
て
何
と
も
言
ひ
知
れ
ぬ
感
慨
に
打
た
れ
な
が
ら
自
分
は
卷
脚
絆
に
水
筒
を 

持
っ
て
歩
い
た
。 

 

又
急
な
場
合
に
は
小
型
自
動
車
（
ベ
ビ
ー
フ
ォ
ー
ド
）
を
一
日
三
十
圓
で
借
切
っ
て
そ
れ
も
な
る
べ
く 

粗
末
な
車
を
撰
ん
だ
も
の
で
美
し
い
車
に
は
氣
が
引
け
て
乘
れ
な
か
っ
た
、
こ
れ
で
各
得
意
先
の
避
難
所 

へ
慰
問
に
又
は
商
取
引
に
馳
け
廻
っ
た
の
で
あ
る
、
そ
の
當
時
憲
兵
、
警
官
に
對
し
て
は
い
つ
如
何
な
る 

場
合
、
場
所
で
も
便
乘
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
兎
も
角
、
注
文
も
相
當
量
引
請
け
て
好
成
績
を
擧
げ 

る
に
至
っ
た
が
そ
の
間
の
苦
心
は
實
に
筆
紙
に
盡
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

「
編
者
附
記
」
濱
木
屋
が
株
式
組
織
と
な
り
愈
々
伸
び
伸
び
と
し
た
大
活
躍
を
開
始
し
た
大
正
九
年
よ
り 

 

關
東
大
震
災
の
大
正
十
二
年
に
至
る
前
後
の
社
會
狀
勢
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば 

 

大
正
八
年
、
二
月
に
は
前
年
た
る
大
正
七
年
末
に
於
け
る
英
米
の
鐵
解
禁
に
依
る
關
西
地
方
鐵
商
の
破 

 

綻
續
出
に
對
し
製
鐵
業
救
濟
問
題
起
る
、
三
月
朝
鮮
京
域
に
萬
歳
騷
動
起
り
、
後
各
地
に
波
及
、
朝
鮮 

 

獨
立
運
動
の
嚆
矢
と
見
ら
れ
此
種
運
動
は
後
年
種
々
姿
を
變
へ
最
近
迄
繼
續
さ
れ
た
、
六
月
廿
八
日
巴 

 

里
に
於
て
歐
洲
大
戰
媾
和
條
約
調
印
さ
る
、
時
の
帝
國
代
表
は
西
園
寺
公
、
牧
野
伯
也
。
八
月
烟
草
値 

 

上
げ
さ
れ
、
九
月
に
入
り
て
白
米
一
升
六
十
錢
と
云
ふ
騰
貴
値
段
出
現
す
、
十
月
政
府
は
（
原
敬
內
閣
） 
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物
價
調
節
に
關
す
る
施
政
方
針
を
發
表
し
暴
利
取
締
令
を
公
布
、
更
ら
に
十
一
月
政
府
は
投
機
抑
制
の 

 

た
め
全
國
銀
行
に
對
し
て
貸
出
引
締
め
に
關
す
る
訓
示
を
な
す
、
同
月
米
國
ワ
シ
ン
ト
ン
に
於
て
第
一 

 
回
國
際
勞
働
會
議
開
催
さ
れ
、
八
時
間
制
、
幼
年
工
問
題
に
つ
き
日
本
は
「
特
殊
國
」
と
認
定
さ
る
、 

 

十
二
月
に
至
る
や
日
本
銀
行
の
兌
換
劵
發
行
高
は
十
五
億
圓
を
突
破
し
、
コ
ー
ル
日
歩
三
錢
三
里
を
示 

 

す
、
同
年
は
投
機
熱
に
煽
ら
れ
て
一
大
ブ
ー
ム
を
現
出
、
年
度
末
に
於
け
る
歳
入
剩
餘
金
六
億
三
千
万
圓 

 

に
達
し
戰
時
中
國
際
貸
借
受
取
勘
定
金
は
合
計
廿
七
億
四
千
萬
圓
に
し
て
戰
時
景
氣
の
最
頂
點
に
達
せ 

 

り
、
倂
し
既
に
貿
易
は
逆
轉
し
入
超
を
示
し
は
じ
め
た
り
。
大
正
九
年
、
一
月
投
機
熱
衰
へ
ず
諸
商
品 

 

市
場
は
い
づ
れ
も
全
く
天
井
知
ら
ず
の
昴
騰
相
場
を
露
呈
し
、
生
糸
現
物
相
場
最
高
四
、
三
六
〇
圓
、 

 

大
阪
綿
糸
現
物
相
場
最
高
五
九
八
圓
六
七
錢
、
深
川
正
米
相
場
最
高
五
五
圓
一
〇
錢
、
鐘
紡
先
物
大
引 

 

相
場
の
高
値
五
四
一
圓
九
〇
錢
と
云
ふ
商
况
で
あ
っ
た
。
二
月
廿
六
日
政
府
は
衆
議
院
解
散
を
斷
行
、 

 

こ
の
解
散
の
主
旨
は
憲
政
會
、
國
民
黨
提
出
の
普
選
案
が
議
會
に
上
程
さ
れ
た
る
爲
原
首
相
は
議
會
に 

 

於
て
は
政
府
勝
つ
と
は
信
ず
る
も
一
應
國
民
の
批
判
に
訴
へ
る
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
、
五
月
十
日
右
解 

 

散
に
依
る
第
十
四
回
總
選
擧
施
行
せ
ら
れ
、
政
府
與
黨
た
る
政
友
會
大
勝
す
、
三
月
十
五
日
に
至
る
や 

 

數
年
來
の
狂
熱
的
景
氣
の
反
動
顯
れ
株
式
市
場
は
東
株
百
圓
安
、
紡
績
株
六
十
圓
安
と
云
ふ
が
如
き
大 
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暴
落
を
示
し
大
恐
慌
襲
來
す
、
次
い
で
商
品
市
場
に
波
及
し
諸
商
品
總
崩
れ
を
示
現
し
慘
憺
た
る
市
况 

 

を
呈
す
、
四
月
增
田
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
の
破
綻
を
端
緖
と
し
て
金
融
恐
慌
勃
發
し
、
株
式
、
生
糸 

 

期
米
、
綿
糸
各
市
場
は
更
ら
に
一
齊
崩
落
、
立
合
停
止
に
次
ぐ
立
合
停
止
を
演
じ
、
遂
に
各
地
に
銀
行 

 

取
付
騷
ぎ
起
り
、
日
本
銀
行
は
財
界
救
濟
資
金
と
し
て
貸
出
額
一
億
二
千
萬
圓
を
決
定
す
、
同
月
ア
メ 

 

リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に
も
恐
慌
勃
發
す
、
五
月
ア
メ
リ
カ
の
恐
慌
に
依
り
茂
木
合
名
は
破
綻
す
る 

 

に
至
り
、
七
十
四
銀
行
の
整
理
休
業
、
波
紋
は
愈
々
擴
大
さ
れ
、
大
瓦
落
は
次
の
大
瓦
落
を
誘
起
し
て 

 

止
ま
る
所
を
知
ら
ず
、
取
引
は
一
時
杜
絶
の
狀
態
を
呈
示
せ
り
、
四
月
以
來
七
月
に
至
る
迄
の
四
ヶ
月 

 

間
に
現
金
の
取
付
を
受
け
た
る
銀
行
は
本
支
店
を
通
じ
て
百
六
十
九
行
の
多
き
に
達
し
實
に
國
內
金
融 

 

界
は
暗
憺
と
し
て
未
曾
有
の
危
局
に
あ
り
た
り
、
こ
の
間
工
業
會
社
の
操
短
が
盛
ん
に
行
は
れ
、
各
紡 

 

績
會
社
、
毛
織
會
社
は
三
割
の
操
短
を
決
行
し
各
地
操
業
も
五
、
六
、
七
、
三
ヶ
月
間
の
休
業
を
實
行
し 

 

て
生
産
量
の
カ
バ
ー
を
な
し
、
又
銑
鐵
同
業
會
、
産
銅
組
合
、
糖
業
聯
合
會
等
い
づ
れ
も
減
産
協
定
を 

 

行
ひ
オ
ー
バ
ー
ス
ト
ッ
ク
の
一
掃
に
努
力
せ
り
、
特
に
生
糸
恐
慌
は
益
々
惡
化
し
生
糸
價
は
千
百
圓
を 

 

示
す
、
即
ち
同
年
初
に
於
け
る
最
高
値
段
四
千
圓
臺
の
四
分
の
一
に
崩
落
し
新
繭
も
亦
暴
落
を
演
じ
養 

 

蠶
家
は
愈
々
窮
迫
す
、
依
っ
て
政
府
は
第
二
次
帝
國
蠶
糸
會
社
を
設
立
し
三
千
萬
圓
限
度
の
損
失
補
償 
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を
決
定
し
て
蠶
糸
業
の
救
濟
に
當
れ
り
、
十
月
第
一
回
國
勢
調
査
施
行
せ
ら
れ
當
時
の
人
口
五
五
，
九 

 

六
三
，
〇
五
三
人
と
發
表
さ
る
、
同
年
の
入
超
額
は
四
億
九
千
萬
圓
を
示
現
せ
り
。
大
正
十
年
、
一
月 

 
深
川
正
米
相
場
最
高
二
八
圓
九
錢
を
示
し
、
白
米
標
準
相
場
は
一
圓
に
付
き
二
升
六
合
九
勺
と
な
る
、 

 
 

三
月
三
日 

皇
太
子
殿
下
（
今
上
陛
下
）
御
外
遊
被
遊 

 

四
月
に
至
っ
て
物
價
指
數
に
就
き
檢
討
を
行
っ
て
見
る
と
戰
前
基
準
と
し
て
大
正
九
年
三
月
の
最
高
指 

 

數
三
三
八
よ
り
一
年
間
に
一
三
八
ポ
イ
ン
ト
方
激
落
し
て
二
〇
〇
を
示
す
に
至
れ
り
、
同
月
米
穀
法
及 

 

米
穀
需
給
特
別
會
計
法
公
布
さ
る
並
に
職
業
紹
介
法
發
布
せ
ら
る
、
五
月
と
な
る
や
昨
年
設
立
さ
れ
た 

 

る
第
二
次
帝
國
蠶
絲
會
社
の
補
償
生
絲
買
收
完
了
し
買
入
總
高
七
萬
二
千
餘
梱
に
達
す
、
こ
れ
に
依
り 

 

市
場
は
漸
く
安
定
の
兆
見
ゆ
、
七
月
十
三
日
、
我
が
國
は
米
國
大
統
領
の
日
英
佛
伊
に
對
す
る
海
軍
軍 

 

縮
會
議
の
提
議
に
應
諾
し
て
、
加
藤
友
三
郞
、
德
川
家
達
、
幣
原
喜
重
郞
諸
氏
を
全
權
と
し
て
ワ
シ
ン 

 

ト
ン
會
議
へ
派
遣
す
る
事
に
決
せ
り
、
全
權
は
十
月
出
發
せ
り
、
八
月
頃
よ
り
中
間
景
氣
現
は
る
、
我 

 

國
の
物
價
水
準
は
世
界
の
大
勢
に
反
し
て
昴
騰
に
轉
ず
、
此
の
物
價
高
は
輸
入
を
促
進
し
て
貿
易
逆
調 

 

の
勢
愈
々
激
し
く
依
て
爲
替
は
低
落
を
辿
る
に
至
る
。
同
月
農
商
務
省
は
小
賣
商
人
の
暴
利
取
締
方
の 

 

訓
令
を
發
す
、
十
一
月
四
日
原
首
相
東
京
驛
に
て
中
岡
良
一
の
爲
に
刺
殺
さ
れ
た
。 
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同
月
廿
五
日 

皇
太
子
殿
下
（
今
上
陛
下
）
攝
政
の
任
に
就
か
ら
せ
る 

こ
の
年
重
工
業
部
門
各
方
面
に
反
動
顯
れ
職
工
の
大
量
馘
首
行
は
れ
爭
議
頻
發
す
、
就
中
神
戸
の
川
崎 

 

三
菱
兩
造
船
所
の
爭
議
は
罷
業
參
加
人
員
四
萬
餘
人
、
罷
業
日
數
四
十
六
日
に
亘
る
大
ス
ト
ラ
イ
キ 

 

で
あ
っ
た
、
然
し
職
工
側
は
何
れ
も
慘
敗
に
終
れ
り
、
同
年
の
入
超
額
は
四
億
四
千
萬
圓
に
達
す
。 

 

大
正
十
一
年
、
二
月
ワ
シ
ン
ト
ン
に
於
て
海
軍
軍
備
制
限
條
約
成
立
し
八
々
艦
隊
建
造
計
畫
は
中
止
と 

 

な
る
、
而
し
て
造
船
業
に
一
大
打 

を
與
へ
た
り
。
同
月
石
井
商
店
は
八
千
萬
圓
の
債
務
を
殘
し
て
破 

 

産
す
、
之
に
關
係
を
有
す
る
銀
行
は
三
十
五
行
に
達
せ
り
、
四
月
信
託
法
及
信
託
業
法
公
布
さ
る
、
六 

 

月
六
日
高
橋
首
相
は
內
閣
改
造
を
企
て
、
元
田
、
中
橋
兩
相
反
對
を
な
し
內
閣
不
統
一
に
て
總
辭
職
を 

 

な
す
、
六
月
十
二
日
加
藤
友
三
郞
內
閣
成
立
し
、
同
內
閣
は
ワ
シ
ン
ト
ン
條
約
に
從
ひ
海
軍
縮
小
を
行 

 

ひ
同
時
に
山
梨
陸
相
を
し
て
陸
軍
々
縮
を
行
は
し
め
た
、
九
月
に
は
新
取
引
所
法
施
行
せ
ら
る
。
本
年 

 

々
初
に
は
中
間
景
氣
現
は
れ
下
期
に
入
り
て
金
融
梗
塞
を
來
し
商
取
引
の
沈
衰
と
な
り
大
勢
は
愈
々
恐 

 

慌
後
の
不
况
期
に
入
る
、
年
末
十
一
月
に
な
る
や
積
善
銀
行
は
不
善
を
曝
露
し
て
破
綻
し
、
報
德
銀
行 

 

に
も
取
付
騷
ぎ
な
ど
あ
り
て
、
全
國
各
地
に
於
て
破
綻
を
曝
露
す
る
も
の
二
十
九
行
に
及
べ
り
。 

大
正
十
二
年
、
三
月
陪
審
法
案
貴
衆
兩
院
を
通
過
す
、
四
月
産
業
組
合
中
央
金
庫
法
公
布
さ
れ
全
國
購 
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買
組
合
聯
合
會
創
立
さ
る
、
九
月
一
日
關
東
地
方
大
震
災
に
見
舞
は
れ
國
家
の
損
失
は
實
に
五
十
五
億 

圓
と
稱
せ
ら
る
、
同
二
日
東
京
市
及
附
近
郡
部
に
戒
嚴
令
施
行
さ
る
、
同
日
地
震
內
閣
と
云
は
れ
た
る 

第
二
次
山
本
權
兵
衞
內
閣
成
立
す
、
同
十
六
日
帝
都
復
興
審
議
會
組
織
さ
れ
、
同
廿
七
日
帝
都
復
興
院 

官
制
公
布
さ
れ
た
り
、
同
月
の
經
濟
關
係
事
項
と
し
て
は
暴
利
取
締
令
、
支
拂
猶
豫
令
、
治
安
維
持
の 

三
大
緊
急
敕
令
發
布
せ
ら
る
、
八
日
に
は
東
京
六
大
銀
行
は
營
業
を
開
始
せ
り
、
廿
七
日
震
災
手
形
損 

失
補
償
令
公
布
さ
る
、
同
時
に
日
本
銀
行
は
有
價
證
劵
に
對
す
る
無
制
限
貸
出
し
の
聲
明
を
な
し
、
政 

 

府
は
日
本
銀
行
に
對
し
て
救
濟
資
金
一
億
圓
融
通
を
保
證
し
、
震
災
手
形
二
ヶ
年
間
支
拂
猶
豫
を
發
令 

 

十
月
下
旬
に
至
り
早
く
も
復
興
氣
分
起
り
商
內
は
頗
る
殷
振
を
極
む
、
年
末
に
於
け
る
兌
換
劵
發
行
高 

 

十
六
億
九
千
萬
圓
に
上
り
通
貨
の
大
膨
張
を
示
す
、
而
し
て
入
超
額
は
六
億
一
千
三
百
萬
圓
の
巨
額
に 

 

達
せ
り
、
十
一
月
十
五
日
戒
嚴
令
撤
廢
さ
る
。 

 
 

同
時
に
大
正
八
年
以
來
十
二
年
迄
の
名
古
屋
木
材
市
場
の
動
向
推
移
に
つ
き
述
べ
れ
ば 

 

大
正
八
年
、
七
月
五
日
名
古
屋
材
木
商
同
業
組
合
事
務
所
に
於
て
愛
知
製
材
組
合
の
委
員
會
開
か
れ
席 

 

上
同
組
合
を
解
散
し
て
名
材
組
合
へ
合
倂
の
件
を
可
決
す
、
同
製
材
組
合
は
後
七
月
廿
日
東
海
樓
に
臨 

 

時
總
會
を
開
き
組
合
合
倂
を
可
決
せ
り
、
越
へ
て
同
七
日
名
材
組
合
は
評
議
員
會
を
開
い
て
愛
知
製
材 
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業
組
合
の
名
材
組
合
加
入
の
件
を
協
議
可
決
、
九
月
廿
八
日
定
時
總
會
を
開
き
製
凾
及
製
材
部
の
增
設 

 

に
關
す
る
本
組
合
定
款
變
更
の
件
を
協
議
、
十
一
月
廿
日
に
至
り
右
定
款
變
更
の
認
可
あ
り
た
り
、
即 

 

ち
名
古
屋
材
木
商
「
工
」
同
業
組
合
と
名
稱
を
變
更
し
從
來
の
出
材
、
問
屋
、
小
賣
の
三
部
に
製
凾
、 

 

製
材
の
二
部
を
加
へ
之
れ
に
伴
ふ
關
係
條
項
の
變
更
を
見
た
る
も
の
な
り
。
大
正
九
年
は
別
し
て
大
し 

 

た
事
も
な
く
財
界
の
パ
ニ
ッ
ク
に
依
り
多
少
の
動
搖
あ
り
た
る
位
に
し
て
、
十
二
月
七
日
に
は
名
材
組 

 

合
評
議
員
會
を
開
催
し
て
次
の
如
き
決
議
を
な
せ
り
、
即
ち
、
國
有
鐵
道
貨
物
輸
送
賃
の
値
上
は
目
下 

 

の
經
濟
界
の
狀
勢
に
背
馳
す
る
を
以
て
當
局
の
反
省
を
促
す
べ
き
意
見
書
案
を
可
決
。
大
正
十
年
十
月 

 

十
八
日
、
區
制
變
更
に
よ
り
組
合
事
務
所
々
在
地
を
南
區
西
古
渡
町
字
中
島
五
十
八
番
地
と
變
更
さ
る 

 

大
正
十
一
年
十
二
月
二
日
、
帝
室
林
野
局
へ
御
料
地
拂
下
陳
情
の
爲
（
名
古
屋
市
南
區
熱
田
西
町
字
幣 

 

懸
一
番
地
ノ
四
）
正
副
組
長
、
書
記
等
上
京
林
野
局
へ
出
頭
、
十
二
月
二
十
五
日
臨
時
組
合
總
會
を
開 

 

催
、
製
凾
部
の
名
稱
廢
止
に
よ
る
定
款
變
更
の
件
を
可
決
。
大
正
十
二
年
、
新
市
制
施
行
に
伴
ひ
組
合 

 

定
款
第
六
條
の
但
書
を
削
除
し
（
組
合
地
區
に
關
す
る
但
書
、
名
古
屋
市
一
圓
愛
知
郡
の
內
八
幡
村
、 

 

千
種
町
、
愛
知
町
、
呼
續
町
）
地
區
を
名
古
屋
市
一
圓
と
改
正
す
、
同
六
月
二
十
六
日
組
合
最
初
の
代 

 

議
員
選
擧
總
會
を
開
き
左
の
如
く
各
部
代
議
員
を
選
擧
せ
り
、 
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第
一
部 

 
 

正
員 

 

三
十
名 

 

補
缺
員
十
五
名 

 
 

第
二
部 

 
 
 

〃  
 
 

十
名 

 
  

〃 
 

五
名 

 
十
月
十
八
日
帝
室
林
野
局
よ
り
左
記
の
通
り
地
所
の
拂
下
許
可
に
接
し
た
り
。 

 
 

名
古
屋
市
南
區
熱
田
西
町
字
幣
懸
一
番
地
ノ
四 

 

御
料
地
外
三
筆
地
上
立
木
共
（
面
積
八
千
五
百
五
十
六
坪
一
合
五
勺
）
右
地
所
の
內
組
合
事
務
所
建
築 

 

豫
定
地
及
び
長
谷
川
糾
七
、
平
野
增
吉
兩
氏
へ
の
贈
與
地
を
除
き
た
る
六
千
六
百
五
十
四
坪
六
合
八
勺 

 

を
三
十
口
に
分
割
し
大
正
十
二
年
十
二
月
十
八
日
組
合
員
に
限
り
借
受
入
札
を
執
行
し
大
正
十
三
年
一 

 

月
よ
り
貸
借
契
約
を
締
詰
せ
り
右
に
依
り
、
十
二
月
二
十
七
日
臨
時
組
合
會
を
開
催
し
不
動
産
の
監
理 

 

に
關
す
る
條
項
追
加
の
爲
定
款
變
更
及
不
動
産
部
規
則
を
設
定
せ
り
。 

  
  

關
東
大
震
災
と 

名
古
屋
市
場
の
影
響 

  

著
者
自
身
も
關
東
大
震
災
に
は
色
々
と
活
躍
、
苦
勞
せ
ら
れ
た
が
、
編
者
は
名
古
屋
木
材
市
場
全
般
に 
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亘
っ
て
そ
の
影
響
を
述
べ
た
い
と
思
ふ
、
そ
れ
に
は
色
々
と
文
獻
も
あ
る
處
で
あ
る
が
編
者
は
名
材
組
合 

編
纂
に
係
る
「
名
古
屋
木
材
市
場
の
變
遷
」
後
遍
に
收
錄
し
あ
る
故
愛
知
縣
林
務
課
長
高
瀨
伍
助
氏
の
談 

話
並
に
震
災
救
護
用
材
調
達
狀
況
に
關
す
る
原
稿
を
そ
の
ま
ゝ
再
錄
し
て
高
所
よ
り
眺
め
た
る
名
古
屋
市 

場
の
影
響
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
た
い
。 

 

故
高
瀨
伍
助
氏 

 
 

”談
話
”實
は
私
は
あ
の
大
正
十
二
年
の
關
東
大
震
災
の
時
の
木
材
供
給
に
つ
き
ま
し
て
記
憶
の
ま
ゝ 

 

に
書
い
た
原
稿
が
あ
り
ま
す
か
ら
之
を
見
て
頂
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
關
東
大
震
災
當
時
の
救
護
材 

 

調
達
の
事
で
も
御
話
し
し
て
震
災
當
時
の
狀
況
を
偲
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
兎
に
角
あ
の
大
震
災
に
は 

 

通
信
機
關
と
い
ふ
も
の
は
全
部
杜
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
で
ど
う
に
も
手
の
下
し
樣
が
な
か
っ
た
、
震
災 

 

が
起
る
と
直
ぐ
橫
須
賀
の
海
軍
鎭
守
府
か
ら
こ
ち
ら
へ
注
文
が
來
た
が
、
向
方
の
樣
子
が
ど
う
な
っ
て 

 

居
る
や
ら
さ
っ
ぱ
り
判
ら
な
い
、
手
紙
は
無
論
、
電
信
、
電
話
あ
ら
ゆ
る
通
信
機
關
を
使
っ
た
が
少
し 

 

も
向
方
に
通
じ
な
い
、
も
う
ぢ
り
ぢ
り
し
て
い
ろ
い
ろ
と
對
策
を
講
じ
て
み
た
が
ど
う
し
て
も
駄
目
だ 

 

こ
ん
な
事
が
約
一
週
間
も
續
い
た
で
せ
う
、
も
う
ど
う
に
も
仕
方
が
な
い
と
い
ふ
の
で
最
後
に
傳
書
鳩 
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を
使
っ
て
漸
く
そ
れ
で
向
方
と
通
信
す
る
事
が
出
來
た
が
、
ま
あ
其
間
の
苦
勞
と
い
ふ
も
の
は
一
通
り 

 

で
は
な
か
っ
た
で
す
、
そ
れ
で
す
ぐ
樣
市
內
の
各
工
場
に
製
材
を
依
賴
し
諸
君
の
努
力
に
依
っ
て
罹
災 

 
民
が
救
は
れ
る
の
だ
と
い
ふ
樣
な
事
を
云
っ
て
各
工
場
を
一
々
激
勵
し
て
廻
っ
た
の
で
、
各
工
場
と
も 

 

非
常
な
熱
を
あ
げ
晝
夜
兼
行
の
大
馬
力
で
も
っ
て
僅
か
四
日
間
位
の
間
に
二
萬
石
か
ら
出
來
て
し
ま
っ 

 

た
、
之
れ
は
製
材
し
た
材
積
で
す
か
ら
非
常
に
大
き
な
も
の
で
す
、
そ
れ
で
そ
い
つ
を
輸
送
す
る
と
い 

 

ふ
事
に
な
っ
て
又
一
苦
勞
し
て
漸
く
其
責
任
だ
け
は
果
し
ま
し
た
が
、
當
時
堀
川
に
は
二
百
艘
許
り
の 

 

艀
が
あ
っ
た
が
、
そ
い
つ
を
約
八
十
艘
ば
か
り
押
さ
へ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
で
以
て
ど
ん
ど
ん
本
船
に 

 

積
込
ん
だ
の
で
す
、
さ
あ
そ
の
爲
に
名
古
屋
の
動
脉
で
あ
る
堀
川
の
貨
物
が
積
め
な
い
、
ど
う
す
る
の 

 

だ
と
い
ふ
事
で
正
に
重
大
な
る
社
會
問
題
ま
で
引
起
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
實
に
あ
の
時
の
狀
況
は
今 

 

思
ひ
だ
し
て
も
ひ
や
ひ
や
す
る
樣
な
こ
と
で
す
、
そ
れ
に
未
だ
ひ
や
ひ
や
し
た
事
は
、
何
で
も
二
萬
噸 

 

ば
か
り
の
船
だ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
が
、
米
國
か
ら
重
油
を
積
ん
で
來
る
所
の
重
油
船
が
橫
須
賀
か
ら
救 

 

護
材
積
込
の
爲
に
や
っ
て
來
た
所
が
名
古
屋
港
か
ら
は
ゑ
ら
い
沖
合
に
碇
泊
す
る
と
い
ふ
事
だ
っ
た
の 

 

で
と
て
も
其
處
ま
で
は
木
材
が
持
っ
て
行
け
な
い
、
そ
れ
て
色
々
交
涉
の
結
果
四
日
市
港
に
其
船
を
入 

 

れ
て
貰
っ
て
、
そ
う
し
て
非
常
な
危
險
を
冒
し
て
名
古
屋
港
か
ら
四
日
市
ま
で
ラ
ン
チ
で
も
っ
て
木
材 
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を
引
張
り
漸
く
其
船
へ
積
込
ん
だ
が
、
あ
れ
が
波
で
も
あ
っ
た
り
又
ロ
ー
プ
で
も
切
れ
樣
も
の
な
ら
そ 

 

れ
こ
そ
大
變
な
事
で
、
あ
れ
だ
け
の
木
材
が
散
亂
し
て
ど
う
に
も
か
う
に
も
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
事
に 

 

な
っ
た
ゞ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
實
に
は
ら
は
ら
す
る
樣
な
事
を
や
っ
た
も
の
で
す
、
然
し
救
護
材
を
辯 

 

天
丸
に
積
込
ん
で
私
も
其
船
に
乘
込
み
、
九
月
十
六
日
の
朝
こ
ち
ら
を
出
帆
し
て
十
七
日
の
朝
芝
浦
に 

 

つ
き
ま
し
た
が
、
あ
の
芝
浦
の
海
岸
に
救
護
品
を
格
納
す
る
バ
ラ
ッ
ク
が
ず
っ
と
出
來
て
ゐ
る
の
を
み 

 

た
時
に
は
嬉
し
い
樣
な
悲
し
い
樣
な
何
と
も
云
へ
ぬ
心
持
に
打
た
れ
て
思
は
ず
淚
が
滲
み
ま
し
た
、
そ 

 

れ
か
ら
と
云
ふ
も
の
は
私
の
方
の
課
の
も
の
が
一
週
間
交
代
位
で
二
、
三
人
づ
つ
出
張
し
て
芝
浦
の
三 

 

業
組
合
事
務
所
を
占
領
し
て
其
處
を
事
務
所
に
し
て
引
渡
業
務
を
執
っ
て
居
っ
た
の
で
す
、
と
こ
ろ
が 

 

藝
奴
置
屋
、
待
合
、
料
理
屋
と
い
っ
た
も
の
が
十
月
の
末
頃
か
ら
營
業
を
開
始
し
た
の
で
、
そ
れ
か
ら 

 

と
云
ふ
も
の
は
待
合
も
引
渡
事
務
所
と
云
っ
た
樣
な
格
好
な
事
に
な
り
、
も
う
晝
夜
兼
行
の
大
車
輪
を 

 

か
け
た
も
の
で
す
、
ま
あ
御
話
し
す
れ
ば
色
々
の
事
が
あ
り
ま
す
が
、
名
古
屋
港
の
事
業
と
い
ふ
も
の 

 

が
今
日
の
如
き
隆
盛
を
招
く
に
至
っ
た
の
は
あ
の
關
東
大
震
火
災
の
時
の
木
材
供
給
と
い
ふ
事
が
今
日 

 

の
名
古
屋
港
を
築
く
に
至
っ
た
劃
期
的
動
機
に
な
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
と
思
ひ
ま
す
。 
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震
災
救
護
用
材
調
達
狀
况 

 

（
愛
知
縣
林
務
課
長
故
高
瀨
五
助
氏
座
談
會
提
出
原
稿
） 

 
 

時
は
大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
突
如
天
地
の
大
震
動
は
關
東
地
方
一
帶
に
襲
來 

 

し
、
爲
に
無
數
の
屋
舍
は
倒
潰
し
多
大
の
人
命
を
殺
傷
す
る
一
大
凶
變
が
惹
起
さ
れ
ま
し
た
、
之
に
次 

 

ぎ
火
災
を
繼
發
し
、
猛
火
凶
焔
は
天
を
焦
し
、
僅
か
に
二
晝
夜
に
し
て
遉
が
文
化
を
以
て
誇
る
帝
都
の 

 

大
都
も
灰
燼
し
、
遂
に
廣
茫
た
る
焼
野
原
と
な
り
ま
し
た
、
尙
帝
國
の
關
門
た
る
橫
濱
市
を
初
め
其
の 

 

災
害
の
及
ふ
所
一
府
六
縣
の
廣
き
に
亘
り
十
數
萬
の
貴
き
生
靈
と
巨
億
の
財
貨
と
は
須
臾
に
し
て
烏
有 

 

に
歸
せ
し
め
た
の
で
あ
り
ま
す
、
蓋
し
有
史
以
來
未
曾
有
の
大
禍
難
で
、
世
を
擧
げ
て
戰
慄
驚
愕
し
た 

 

こ
と
は
今
尙
吾
々
の
記
憶
新
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
、
而
し
て
此
の
凶
變
一
度
傳
は
る
や
緊
急
之
が
罹 

 

災
地
救
護
の
聲
は
各
地
を
通
じ
誠
に
喧
し
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
、
政
府
に
於
て
は
直
に
臨
時
震
災
救 

 

護
事
務
局
を
設
置
し
、
罹
災
地
の
救
護
並
に
復
興
に
關
す
る
諸
般
の
事
務
を
開
始
せ
ら
る
ゝ
こ
と
に
な 

 

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
即
ち
九
月
七
日
午
後
二
時
二
十
五
分
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
よ
り
我
が
愛
知
縣 

 

へ
「
小
屋
掛
材
料
板
、
樌
、
小
丸
太
、
小
角
取
混
ぜ
三
萬
石
至
急
送
れ
」
と
の
急
電
は
到
着
致
し
ま
し 
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た
、
仍
て
即
日
午
後
三
時
に
左
の
返
電
を
發
し
た
の
で
あ
り
ま
す
「
小
屋
掛
材
料
は
十
日
ま
で
に
全
部 

 

集
ま
る
見
込
に
て
目
下
船
舶
の
交
涉
中
」
茲
に
於
て
我
が
林
務
課
は
直
に
課
員
の
總
動
員
を
行
ひ
各
般 

 

の
實
行
に
着
手
し
ま
し
た
、
即
ち
當
名
古
屋
市
場
に
於
け
る
材
木
關
係
の
有
力
な
る
各
位
の
御
參
集
を 

 

求
め
各
材
料
の
單
價
各
商
店
に
對
す
る
割
當
の
種
類
、
數
量
、
發
送
方
法
等
の
事
項
を
數
刻
に
し
て
取 

 

纏
め
、
翌
日
よ
り
直
ち
に
材
料
の
檢
收
並
に
發
送
に
着
手
致
し
ま
し
た
、
實
は
其
當
時
斯
く
の
如
き
多 

 

數
の
製
材
品
を
短
時
日
に
取
纏
め
得
る
や
否
や
を
憂
慮
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
誠
に
手
際
よ
く
計
畫 

 

通
り
進
行
す
る
を
得
ま
し
た
の
は
各
位
の
御
努
力
は
勿
論
な
が
ら
當
市
場
の
潛
勢
力
の
偉
大
な
る
に
今 

 

更
驚
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
初
日
發
送
は
九
月
十
六
日
よ
り
十
九
日
迄
に
三
隻
の
汽
船
に
依
て 

 

前
記
材
料
を
滿
載
し
、
名
古
屋
港
を
出
帆
致
し
ま
し
た
、
斯
く
て
恙
な
く
順
次
震
災
事
務
局
に
引
渡
を 

 

了
し
ま
し
た
、
次
に
橫
須
賀
海
軍
戒
嚴
司
令
官
よ
り
バ
ラ
ッ
ク
用
及
海
軍
々
事
用
木
材
（
板
類
、
小
角 

 

樌
、
垂
木
、
小
丸
太
）
五
千
石
の
購
入
依
賴
が
あ
り
、
軍
艦
千
早
、
特
務
艦
神
威
に
依
て
橫
須
賀
に
送 

付
し
ま
し
た
、
續
て
九
月
二
十
八
日
午
前
九
時
二
十
分
東
京
市
長
よ
り
知
事
宛
來
電
「
バ
ラ
ッ
ク
用
木 

材
を
十
月
中
に
手
に
入
れ
た
し
臨
時
救
護
事
務
局
に
て
取
寄
せ
た
る
分
の
値
段
に
て
御
買
付
け
を
願
ふ 

事
出
來
得
る
數
量
何
程
位
あ
り
や
、
若
し
買
付
得
る
も
の
あ
ら
ば
何
程
に
て
も
御
買
付
の
上
御
送
り
願 
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度
し
」
九
月
二
十
八
日
午
後
五
時
返
電
「
本
日
電
報
を
以
て
御
依
賴
の
「
バ
ラ
ッ
ク
」
用
木
材
購
入
の 

件
は
前
と
同
價
又
は
幾
分
低
價
に
て
十
日
間
に
つ
き
五
萬
石
づ
ゝ
買
付
け
得
る
見
込
」
の
返
電
は
發
せ 

ら
れ
ま
し
た
十
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
七
分
着
電
「
バ
ラ
ッ
ク
用
材
の
件
御
配
達
を
感
謝
す
用
材
の 

割
合
は
板
十
石
に
對
し
柱
類
六
石
、
小
角
六
分
石
、
樌
類
一
石
、
敷
居
鴨
居
三
分
石
の
見
當
に
願
度
し 

成
可
く
多
く
し
さ
き
に
發
送
あ
り
た
し
御
買
付
の
値
段
及
船
名
芝
浦
着
の
豫
定
日
時
承
り
度
次
の
五
萬 

石
は
更
に
御
願
ひ
す
る
迄
發
送
中
止
あ
り
た
し
」
右
東
京
市
長
よ
り
の
電
報
に
接
し
私
は
詳
細
打
合 

せ
の
必
要
あ
り
直
ち
に
上
京
致
し
ま
し
た
、
本
件
は
取
扱
上
縣
山
林
會
に
於
て
な
す
を
便
宜
と
認
め
其 

旨
交
涉
の
結
果
バ
ラ
ッ
ク
用
材
五
萬
石
購
入
の
件
愛
知
縣
山
林
會
の
名
を
以
て
全
部
の
手
配
を
な
す
こ 

と
に
決
定
致
し
ま
し
た
、
茲
に
於
て
再
び
業
界
各
位
の
御
參
集
を
求
め
買
付
、
發
送
等
各
般
の
事
項
を 

決
定
し
直
に
着
手
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
此
時
各
位
の
工
場
は
全
能
力
を
擧
げ
罹
災
民
の
救
護
一
日
も 

早
か
れ
と
念
じ
つ
ゝ
日
夜
奮
鬪
努
力
せ
ら
れ
恰
も
戰
時
動
員
下
令
の
下
に
あ
る
の
感
が
あ
り
ま
し
た
、 

然
し
て
十
月
十
日
よ
り
十
一
月
十
四
日
迄
に
亘
り
八
隻
の
汽
船
に
依
て
前
記
材
料
五
萬
石
を
完
全
に
發 

送
し
夫
々
東
京
市
に
引
渡
し
を
了
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
此
間
吾
々
は
各
位
と
共
に
不
眠
不
休
眞
に
寢 

食
を
忘
れ
て
活
動
を
續
け
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
十
ヶ
年
を
經
過
す
る
今
日
茲
に
當
時
を
回
想
し
て
誠 
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に
今
昔
の
感
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
、
只
微
力
に
よ
く
此
の
大
業
を
果
し
て
罹
災
地
當
局
の
期
待
に
添 

ひ
得
た
こ
と
は
一
に
各
位
の
深
甚
な
る
御
協
力
の
賜
で
あ
り
ま
し
て
、
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
自
ら
滿 

足
に
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

官
廳
關
係
か
ら
眺
め
た
正
確
な
狀
況
は
以
上
で
盡
き
て
ゐ
る
が
、
業
者
側
と
し
て
の
當
時
の
狀
況
に
對
す 

る
感
想
、
實
驗
談
を
更
に
附
記
し
て
震
災
關
係
の
記
錄
を
終
止
し
た
い
と
思
ふ
。 

（
名
材
組
合
編
簒
、
名
古
屋
木
材
市
場
の
變
遷
後
編
收
錄
座
談
會
筆
記
錄 

水
谷
孝
三
氏
談
話
） 

『
其
時
の
記
憶
が
あ
り
ま
す
か
ら
一
寸
御
話
致
し
ま
す
が
、
山
王
橋
際
に
組
合
事
務
所
が
あ
っ
た
時
で 

彼
處
へ
午
後
四
時
頃
に
一
ペ
ン
來
い
と
ふ
事
で
行
っ
て
見
る
と
、
服
部
さ
ん
も
（
先
代
服
部
小
十
郞 

氏
）、
長
谷
川
さ
ん
も
（
長
谷
川
糾
七
氏
）
そ
れ
か
ら
、
高
瀨
さ
ん
（
前
愛
知
縣
林
務
課
長
故
高
瀨
伍
助
氏
） 

と
縣
廳
の
方
が
居
ら
れ
る
、
あ
と
は
製
材
屋
さ
ん
が
ず
っ
と
並
ん
で
居
て
、
其
時
の
注
文
の
板
が
十
萬 

束
、
小
角
が
五
千
石
こ
れ
を
十
日
以
內
に
造
れ
と
い
ふ
話
で
、
製
材
屋
さ
ん
は
板
は
引
受
る
が
小
角
は 

何
ん
と
し
て
も
出
來
ん
と
斷
は
ら
れ
た
、
夫
れ
は
不
可
ん
ど
う
し
て
も
造
れ
と
い
ふ
こ
と
で
、
長
谷
川
さ
ん 

が
最
後
に
私
を
呼
に
來
て
行
き
ま
し
た
、
他
の
木
材
市
場
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
出
し
て
居
る
か
ら
他
所
に 

遲
れ
て
は
愛
知
縣
の
面
目
問
題
だ
、
ど
ん
な
手
段
で
も
講
じ
て
造
っ
て
貫
い
度
い
と
云
ふ
事
だ
、
そ
こ 
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で
考
へ
る
と
私
の
店
に
米
材
の
小
角
丈
け
で
は
足
ら
ぬ
が
北
海
材
の
丸
太
は
澤
山
所
有
し
て
居
る
故
之 

を
交
て
良
け
れ
ば
期
日
通
り
小
角
を
一
手
に
引
受
け
ま
し
ょ
う
と
話
し
ま
し
た
、
北
海
道
材
は
あ
の
時 

分
六
百
三
十
圓
位
だ
っ
た
の
で
七
百
五
十
圓
位
に
見
て
才
十
五
錢
位
の
割
合
で
引
受
け
れ
ば
良
い
と
云 

ふ
の
で
任
せ
て
頂
い
て
、
そ
の
代
り
縣
廳
で
市
內
の
有
數
の
工
場
へ
是
非
此
製
材
を
引
受
け
て
吳
れ
と 

云
ふ
依
賴
狀
を
五
、
六
枚
書
い
て
頂
い
て
、
そ
う
し
て
製
材
屋
を
呼
ん
で
頂
い
て
、
と
う
と
う
十
日
間 

に
豫
定
通
り
製
材
し
て
辯
天
丸
に
積
み
込
み
ま
し
た
が
、
其
爲
に
艀
が
な
く
な
っ
て
他
の
荷
が
運
べ
な 

い
と
い
ふ
の
で
問
題
が
起
り
ま
し
た
、
兎
に
角
築
港
へ
持
っ
て
行
っ
て
港
務
所
長
の
奧
田
さ
ん
に
（
奧 

田
助
七
郞
氏
）
無
理
を
云
っ
て
や
っ
と
積
ん
だ
樣
な
事
で
す
が
、
其
船
が
東
京
へ
行
っ
た
の
は
兎
に
角 

日
本
中
で
一
番
名
古
屋
が
早
か
っ
た
、
高
瀨
さ
ん
も
非
常
に
喜
ん
で
居
ら
れ
た
、
其
後
數
回
注
文
が
入 

り
ま
し
て
私
の
店
は
勿
論
、
今
度
は
製
材
屋
の
山
岸
、
濱
木
屋
さ
ん
等
も
大
變
お
挽
き
に
な
っ
た
が
、 

今
度
は
材
木
が
七
百
五
十
圓
か
ら
八
百
五
十
圓
に
も
な
っ
て
七
百
五
十
圓
の
割
合
で
最
後
迄
相
當
の
數 

量
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
、
六
百
二
、
三
十
圓
の
材
木
が
七
百
五
十
圓
な
ら
良
い
と
思
っ
た
の
で
す
、 

尙
此
非
常
時
に
東
京
で
此
小
角
類
が
第
一
の
御
用
に
立
っ
た
事
を
嬉
ん
で
居
り
ま
す
云
々
。』 
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關
東
大
震
災
と 

濱
木
屋
の
成
績 

 
 
 
 
 
 
 

狂
熱
的
相
場
は
逸
早
く
冷
卻 

 

關
東
大
震
災
に
依
り
結
局
濱
木
屋
と
し
て
は
非
常
な
好
成
績
を
擧
げ
、
約
十
二
萬
圓
內
外
の
純
利
益
を
計 

上
す
る
事
が
出
來
た
、
然
し
こ
の
精
算
を
し
た
時
尙
ほ
震
災
復
興
材
引
當
に
ア
メ
リ
カ
材
を
豫
約
し
て
未 

着
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
之
れ
は
損
失
と
な
る
も
の
と
考
へ
補 

金
と
し
て
三
萬
圓
を
豫
備
金
に
保
留
し 

て
お
い
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
愈
々
米
材
は
大
正
十
二
年
十
二
月
頃
注
文
せ
る
翌
年
一
、
二
、
三
月
積
の 

豫
約
材
が
十
三
年
二
、
三
、
四
の
三
ヶ
月
間
に
入
荷
し
た
爲
結
局
五
萬
圓
程
の
損
失
を
來
し
三
萬
圓
の
補 

 

金
に
尙
二
萬
圓
不
足
の
有
樣
で
あ
っ
て
そ
れ
程
震
災
の
狂
熱
的
相
場
は
早
く
も
冷
卻
し
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 

會
社
經
營
上
の
苦
心 

 

其
當
時
か
ら
著
者
自
身
と
し
て
は
非
常
に
會
社
を
經
營
す
る
上
に
於
て
年
々
の
經
常
費
の
負
擔
上
各
大 

株
主
始
め
一
般
株
式
に
專
務
取
締
役
と
し
て
の
責
任
上
營
業
成
績
と
經
常
費
の
比
例
を
考
へ
る
と
苦
心
の 
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あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
相
當
の
成
績
を
あ
げ
る
に
は
或
る
程
度
の
冒
險
も
加
味
し
た
思
惑
も
せ
ね
ば
な 

ら
ぬ
、
堅
實
主
義
一
點
張
り
で
進
め
ば
成
績
上
ら
ぬ
、
と
い
ふ
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
に
陷
る
と
い
ふ
事
を
考 

へ
出
し
た
の
で
あ
る
、
同
時
に
著
者
は
大
正
十
三
年
は
經
濟
界
は
暗
澹
で
あ
ら
う
と
推
察
し
た
、
即
ち
國 

富
を
有
形
無
形
に
百
億
圓
以
上
を
も
一
朝
に
し
て
灰
燼
消
失
せ
し
め
た
大
震
災
後
で
あ
る
か
ら
そ
の
痛
手 

は
時
を
經
る
に
從
っ
て
漸
次
地
方
に
も
波
動
す
る
し
、
又
百
億
圓
以
上
の
國
民
の
財
産
が
夫
れ
だ
け
減
少 

し
た
の
だ
か
ら
そ
の
恢
復
に
は
相
當
の
紆
餘
曲
折
を
經
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
常
然
で
あ
る
、
從
っ
て 

十
三
年
の
材
界
は
伸
び
ん
と
し
て
容
易
に
伸
び
得
ざ
る
苦
し
い
年
で
あ
ら
う
と
の
見
透
し
を
つ
け
た
の
で 

著
者
は
濱
木
屋
の
專
務
取
締
役
後
、
大
臺
林
業
の
常
設
取
締
役
と
い
ふ
重
責
に
あ
る
事
は
地
位
が
あ
ま
り 

に
良
き
に
過
ぎ
る
が
た
め
に
、
そ
れ
だ
け
に
責
任
の
重
大
な
こ
と
を
痛
感
せ
ず
に
は
居
ら
な
か
っ
た
の
で 

あ
る
。
そ
こ
で
之
れ
は
ま
づ
第
一
に
大
臺
林
業
を
次
に
は
濱
木
屋
の
重
職
を
後
進
に
讓
る
、
そ
し
て
著 

者
は
勇
退
す
る
時
で
あ
る
と
考
へ
熟
慮
の
結
果
そ
れ
を
決
行
す
る
こ
と
ゝ
し
た
、
前
述
の
如
く
自
己
の
地 

位
を
も
っ
て
大
正
七
八
年
後
の
好
景
氣
時
代
に
處
し
て
、
種
々
の
苦
心
は
伴
な
っ
た
が
意
の
如
く
順
調
に 

進
み
、
著
者
個
人
の
地
位
は
益
々
向
上
し
、
且
つ
關
係
會
社
も
夫
々
順
調
發
展
す
る
に
至
っ
た
が
、
著
者 

自
信
の
一
身
上
、
家
庭
上
に
就
て
反
省
す
る
時
、
あ
ま
り
に
も
家
庭
を
顧
み
る
事
を
疎
略
に
し
て
ゐ
た
事 
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を
發
見
し
た
、
今
迄
は
會
社
經
營
上
に
一
意
惠
心
せ
し
爲
家
庭
は
全
て
放
り
っ
ぱ
な
し
と
な
っ
て
ゐ 

た
が
い
と
し
い
吾
子
に
父
と
し
て
一
家
団
欒
の
楽
し
み
を
得
さ
し
め
た
い
と
痛
切
に
思
ふ
樣
に
な
っ
た
。 

そ
れ
等
が
結
局
著
者
が
濱
木
屋
を
退
居
せ
ん
と
決
心
す
る
に
至
っ
た
一
つ
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 
  

遂
い
に 

大
臺
林
業
取
締
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

濱
木
屋
專
務
取
締
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
に
辭
任 

 

こ
う
し
た
理
由
か
ら
內
心
深
く
決
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
重
職
よ
り
身
を
退
く
べ
き
だ
と
考
へ
る
に
至 

っ
た
先
づ
大
正
十
三
年
五
月
頃
大
臺
林
業
の
常
務
取
締
役
を
辭
任
し
て
取
締
役
と
な
り
續
い
て
十
二
月
に 

は
こ
の
取
締
役
を
も
辭
任
し
、
同
時
に
濱
木
屋
へ
も
正
式
に
辭
任
を
申
出
た
の
で
あ
る
、
と
こ
ろ
が
社
長 

を
始
め
副
社
長
、
其
他
重
役
一
同
は
意
外
に
思
は
れ
、
極
力
留
任
方
を
主
張
さ
れ
た
が
前
述
の
關
係
か
ら 

深
く
決
す
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
の
と
若
し
事
業
上
に
失
敗
す
る
こ
と
あ
ら
ば
主
家
を
一
層
な
い
が
し
ろ
に 

 



 

 - 126 -

し
て
凡
て
事
を
自
己
本
意
に
運
ん
で
損
を
さ
せ
、
失
敗
さ
せ
た
と
云
は
れ
る
こ
と
ゝ
な
り
、
そ
れ
等
を
考 

へ
た
時
此
の
上
重
職
に
甘
ん
じ
て
ゐ
る
事
は
出
來
な
い
、
是
非
曲
げ
て
も
社
長
を
始
め
後
進
者
で
經
營
は 

出
來
得
る
か
ら
聞
き
屆
け
ら
れ
た
い
と
歎
願
し
漸
く
十
四
年
一
月
に
至
っ
て
內
諾
を
得
、
三
月
末
日
の
年 

度
替
り
を
以
て
三
十
有
一
年
間
勤
務
し
た
濱
木
屋
を
退
社
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
其
時
の
自
分
の
感
慨
は 

實
に
無
量
、
何
と
も
言
葉
に
言
ひ
現
は
せ
ぬ
、
寂
寥
と
い
ふ
か
、
名
狀
し
難
い
氣
持
ち
で
あ
っ
た
、
人
生 

の
大
部
分
を
暮
し
、
住
み
馴
れ
て
來
た
主
家
、
幼
年
時
代
か
ら
非
常
な
鴻
恩
を
受
け
た
主
家
を
去
る
の
だ 

か
ら
其
の
氣
持
は
全
く
唯
ゞ
唯
ゞ
胸
に
迫
る
悲
し
み
、
こ
み
上
げ
て
來
る
淋
し
さ
を
ど
う
す
る
事
も
出
來 

な
か
っ
た
、
然
し
遠
く
へ
去
る
も
の
で
は
な
い
、
自
分
の
生
命
の
あ
る
限
り
は
こ
の
恩
を
忘
れ
ず
精
神
上 

に
も
亦
事
情
の
許
す
限
り
物
質
上
に
も
報
恩
の
誠
を
盡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
心
に
誓
っ
た
の
で
あ
る
。 

尙
ほ
茲
で
附
言
し
て
お
き
た
い
事
は
濱
木
屋
對
著
者
は
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ラ
ー
の
一
件
か
ら
主
家
と
し
て 

は
著
者
の
一
擧
手
、
一
投
足
に
多
少
の
疑
惑
の
眼
を
向
け
ら
れ
た
樣
で
あ
っ
た
が
、
何
等
疚
し
い
處
な
く 

且
つ
水
谷
、
永
田
、
長
谷
川
諸
氏
と
共
に
樺
太
の
落
葉
松
を
買
占
め
た
時
な
ど
は
美
事
に
適
中
し
十
割
の 

配
當
を
行
っ
た
事
も
あ
り
手
を
染
め
る
こ
と
何
一
つ
と
し
て
適
中
せ
ぬ
こ
と
な
し
と
云
う
有
樣
で
兎
に
も 

角
に
も
三
十
有
一
ヶ
年
間
眞
に
主
家
の
爲
を
思
い
紛
骨
碎
身
努
力
を
重
ね
て
來
た
の
で
あ
っ
て
、
尙
ほ
著 
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者
の
力
が
足
ら
ざ
り
し
爲
、
一
層
の
盛
大
を
招
く
事
が
出
來
な
か
っ
た
が
顧
み
て
主
家
の
厚
恩
に
聊
か
の 

報
恩
を
果
し
得
た
と
自
ら
信
じ
自
ら
慰
め
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。 

 

井
桁
藤
商
店
愈
々
創
立 

著
者
の
個
人
經
營
と
し
て
大
正
十
四
年
四
月
一
日
開
店 

 

 
 

 

愈
々
獨
立
を
以
て
名
古
屋
市
南
區
東
築
地
五
號
地
三
番
地
に
井
桁
藤
商
店
を
創
立
、
小
出
治
郎
太
、
宮 

戸
新
一
、
長
田
英
雄
、
堀
勝
義
、
蟹
江
忠
作
、
淸
水
弘
和
等
を
店
員
と
し
て
中
丸
太
及
米
材
を
主
と
し
て 

堂
々
十
四
年
四
月
一
日
に
營
業
を
開
始
し
た
。
一
方
三
井
物
産
支
店
に
出
入
し
て
特
に
信
任
を
得
、
木
材
部 

主
任
安
立
辰
彦
氏
、
山
村
專
三
氏
ら
と
肝
膽
相
照
し
、
同
年
六
月
に
は
支
店
長
諒
解
の
も
と
に
三
井
物
産
と 

ジ
ョ
イ
ン
ト
計
算
で
三
十
萬
圓
内
外
を
限
度
と
し
て
中
丸
太
の
買
約
に
取
掛
っ
た
の
で
あ
る
。
井
桁
藤

ゐ
げ
と
う

商 

店
と
い
ふ
名
稱
は
著
者
の
祖
先
は
「
井
桁
屋

ゐ
げ
た
や

」
と
い
ふ
屋
號
を
唱
へ
て
ゐ
た
が
、
父
の
代
に
町
内
等
で
は 

「
井
桁
藤
」
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
繼
承
し
た
の
で
あ
る
。 

 


